
清
仏
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
の
対
論
政
策

彰

澤
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一
あ
っ
た
・
そ
・
で
・
外
藩
井
上
は
・
灘
の
独
立
問
題
多
し
て
親
震
を
持
・
て
い
た
…
う
が
天
八
翠
覆
両
国
婆
爾
題
の
失
竺

岬
　
独
立
を
は
か
っ
た
こ
と
は
、
一
挙
両
得
の
外
交
方
針
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

必

一
　
対
韓
外
交
方
針
の
分
桁

　
明
治
政
府
の
対
韓
順
応
は
、
消
．
極
と
積
極
の
二
つ
の
歩
み
に
分
た
れ
る
。
こ

の
二
様
の
外
交
政
策
は
、
幽
蒔
の
日
本
の
国
内
政
局
の
変
遷
や
極
東
詳
略
惜
…
勢

の
緊
張
と
、
密
接
不
可
分
の
関
係
を
も
つ
。
一
八
七
六
年
、
話
本
は
武
力
を
も

つ
て
朝
鮮
に
迫
り
、
朝
鮮
と
蝋
独
に
江
華
条
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
条
約
に
よ

つ
て
、
朝
鮮
の
独
立
国
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
疑
い
も
な
く
、

朝
鮮
に
お
け
る
清
圏
の
宗
主
権
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
清
澄
は
い
よ

い
よ
朝
鮮
問
題
を
重
要
視
す
る
に
棄
つ
た
。
し
か
し
、
賃
本
は
当
時
な
お
海
外

発
展
の
実
力
が
な
く
、
そ
の
対
韓
政
策
は
、
消
極
、
積
極
の
如
何
を
聞
わ
ず
、

み
な
政
治
酌
ま
た
は
外
交
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
、

こ
れ
を
武
力
に
訴
え
る
こ
と
は
到
底
不
可
態
な
状
態
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
臼
本
の
外
交
権
は
、
長
州
出
身
の
動
転
博
文
と
井
上
馨
ら
に
掌
握

さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
対
韓
基
本
方
針
に
は
、
積
極
・
消
極
の
二
方
而
が
あ
っ

た
。
積
極
政
策
と
は
、
ひ
そ
か
に
朝
鮮
を
助
け
て
浩
韓
の
宗
顎
関
係
を
絶
ち
、

朝
鮮
の
独
立
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
磁
政
策
と
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
満



溝仏戦争期におけるllホの対韓政策（彰）

国
の
権
益
を
妨
げ
ず
に
、
日
清
爾
国
の
国
交
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
政
策
の
う
ち
、
伊
藤
は
蹟
極
政
策
を
妥
当
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
①

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
済
物
条
約
が
締
結
さ
れ
た
時
、
伊
藤
は
憲
法
調
査
の
た

め
に
渡
欧
中
だ
つ
た
の
で
、
外
務
卿
井
上
馨
は
、
朝
鮮
問
題
に
い
か
な
る
対
策

を
講
ず
べ
き
か
、
み
ず
か
ら
決
定
し
か
ね
た
ら
し
い
。
こ
の
蒔
、
朝
鮮
を
属
国

と
す
る
清
国
の
声
閥
を
見
た
岩
倉
具
視
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
静
観
酌
外
交
方
針

を
主
張
し
た
。
も
し
も
臼
韓
問
題
が
慎
重
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ぽ
、
い
つ
な
ん

時
、
日
清
両
圏
間
に
衝
突
が
惹
起
さ
れ
る
か
し
れ
ぬ
と
、
彼
は
考
え
た
。
そ
し

て
当
時
の
日
本
の
海
軍
力
を
も
つ
て
し
て
は
、
到
議
清
国
に
対
抗
し
か
ね
た
し
、

そ
の
財
力
も
窮
乏
状
態
に
陥
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
は
一
八
八
二
年
八
月
、
内
閣

諸
参
議
に
む
か
っ
て
、
外
務
省
は
英
・
米
・
仏
の
対
韓
政
策
を
注
視
す
る
こ
と
、

ま
た
清
国
と
の
紛
糾
発
生
は
、
あ
く
ま
で
回
避
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
彼

は
、

　
其
故
直
近
臼
朝
鮮
ト
新
二
条
約
ヲ
結
ヒ
タ
ル
米
英
仏
独
ノ
四
ヶ
国
力
、
独
立

　
国
ヲ
二
一
ア
朝
鮮
ヲ
八
ム
訓
恥
ス
ル
ト
・
距
で
ハ
、
我
力
国
ハ
清
照
闘
ト
丘
ハ
砺
刀
ヲ
国
以
一
ア
之
ヲ

　
争
フ
ユ
至
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
坐
シ
テ
以
テ
大
騰
…
ヲ
得
四
ル
ト
調
フ
ヘ
キ
ナ

　
リ
。
　
（
中
略
）
働
テ
米
莫
仏
剛
率
各
国
ノ
意
見
ヲ
探
訪
ス
ル
ヲ
以
テ
急
務
ト

　
ス
、
外
務
省
ノ
注
意
【
尽
馬
刀
尤
緊
要
タ
ル
ヘ
シ

と
い
い
、
清
国
政
府
と
交
渉
す
る
た
め
に
先
ず
調
査
す
べ
き
材
料
の
一
つ
と
し

て
、

　
安
曇
仏
蘭
西
両
国
ノ
関
係
ア
ル
時
二
於
テ
清
国
ヨ
リ
属
邦
タ
ル
旨
ヲ
仏
照
へ

　
談
判
並
二
五
弁

　
　
　
　
　
②

を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
、
清
仏
爾
世
間
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
安
南
問
題
が
も
つ
れ
、
清
国

は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
安
里
の
権
益
を
強
調
し
、
朝
鮮
と
全
く
穣
似
た
状
況
を

呈
し
て
い
た
の
で
、
岩
倉
は
外
務
省
に
フ
ラ
ン
ス
の
対
置
政
策
を
漉
視
し
て
、

参
考
に
す
る
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
井
上
に
か
な
り
大
き
な

影
響
を
与
え
た
ら
し
く
、
一
八
八
二
年
十
月
、
井
上
は
酔
醒
政
策
三
原
則
を
擬

回
し
て
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
提
出
し
た
。
一
、
条
約
各
国
政
府
と
協
議
し

て
朝
鮮
国
の
独
立
を
認
定
す
る
こ
と
。
二
、
諸
国
と
受
認
に
属
不
属
を
談
判
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
こ
と
。
一
二
、
朝
鮮
国
の
依
頼
に
応
ず
る
こ
と
。
こ
の
三
原
則
中
、
後
の
二
条

は
、
伊
藤
の
対
馬
基
本
方
針
と
本
質
的
な
差
違
は
な
い
よ
う
だ
が
、
第
一
条
は
、

岩
倉
の
静
観
政
策
に
も
と
づ
い
て
提
繊
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
条
が

後
の
外
交
政
策
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
少
な
く
な
い
。
一
八
八
四
年
の
清
仏
戦
争

の
際
、
明
治
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
と
連
携
し
て
清
属
を
政
撃
し
ょ
う
と
し
た
こ
と

こ
そ
、
こ
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
は
、
こ
れ

ま
で
列
強
と
協
力
し
て
清
国
に
対
抗
す
る
こ
と
を
、
明
確
に
は
主
張
し
な
か
っ

た
が
、
清
韓
宗
属
問
題
に
つ
い
て
は
、
滞
欧
中
す
で
に
西
欧
諸
国
の
意
見
を
徴
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

し
て
い
た
。
当
晦
、
彼
は
井
上
の
三
原
則
に
つ
い
て
、
金
玉
均
・
朴
泳
層
ら
を
　
（

惜
し
て
朝
鮮
を
独
立
さ
せ
る
・
と
が
、
芝
よ
り
必
要
だ
と
芝
て
い
芒
、
撚



岡
晦
に
、
朝
鮮
政
膨
が
公
然
と
独
立
を
箕
嬉
し
、
欧
米
各
国
に
使
節
を
派
遣
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
精
賭
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
清
国
が
こ
の
方
法
に

不
満
を
示
せ
ば
、
日
清
両
團
に
衝
突
が
発
生
す
る
可
龍
性
が
あ
る
か
ら
、
臼
本

敷
府
は
海
軍
に
戦
争
の
準
備
を
命
ず
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
積
極

酌
主
張
は
、
一
八
八
二
年
強
襲
月
十
日
、
ベ
ル
リ
ン
よ
り
井
上
に
宛
て
た
伊
藤

の
書
翰
中
に
見
繊
さ
れ
る
。

　
山
門
彼
二
面
テ
且
取
モ
肝
要
ナ
ル
覇
償
ハ
、
成
ル
可
キ
丈
ケ
乱
丁
ク
欧
洲
二
四
陵
怖
即
ヲ

　
派
遣
シ
該
国
書
（
か
つ
て
朝
鮮
政
府
よ
り
米
国
政
府
に
送
っ
た
も
の
）
ヲ
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ア
リ

　
戻
シ
弁
ビ
ニ
彼
レ
ハ
自
助
ノ
方
向
ヲ
立
テ
直
接
二
条
約
ノ
談
判
ヲ
為
ス
可
シ
。

　
如
謝
蛸
ル
場
A
ロ
ニ
際
陛
シ
テ
ハ
、
我
ト
支
那
ト
ノ
葛
藤
蹄
ハ
増
加
ス
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
先
ツ
菟
二
角
二
当
今
ノ
情
態
二
於
テ
ハ
臨
時
ノ
滋
事
故
ヲ
予
防
ス
ル
為
擁
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
海
軍
ノ
用
意
二
着
手
ス
ル
事
必
用
ナ
リ
ト
思
フ
ナ
リ

　
看
の
如
く
、
伊
藤
の
政
策
は
井
上
の
三
原
剣
を
全
禰
麟
に
容
れ
た
も
の
で
あ

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
績
極
的
な
点
で
そ
れ
を
凌
ぎ
さ
え
し
て
い
る
が
、
彼
が

か
く
も
強
硬
な
態
度
を
持
し
た
の
は
、
渡
欧
の
留
守
中
に
お
け
る
日
溶
韓
三
国

関
係
の
変
化
の
実
情
を
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
ウ
6
尽
ろ
う
し
、
あ
る
い
は

西
欧
諸
圏
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
結
果
、
彼
ら
の
意
見
を
代
弁
し
よ
う
と
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
元
来
、
英
・
米
・
仏
・
独
の
諸
国
は
、
極
東
繊
民
地
を
足
場
と
す
る
経
済
侵

略
を
推
進
す
る
た
め
、
久
し
き
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
に
門
戸
を
開
か
せ
る
野
望
を

懐
い
て
い
た
が
、
一
八
八
二
年
以
箭
に
お
い
て
は
、
彼
ら
は
朝
鮮
と
の
交
渉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
ば
し
ば
失
敗
を
喫
し
た
。
今
、
も
し
伊
藤
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
政
府

が
そ
の
使
節
を
欧
洲
に
臨
接
派
遣
し
、
各
岡
と
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
列
強
に
と
っ
て
は
交
渉
に
お
け
・
る
障
碍
が
除
去
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
彼
ら

か
ら
歓
迎
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
日
本
が
資
本
主
義
国
家
と
結
ん
で
清
國
を

抑
え
る
う
え
で
の
最
良
の
方
法
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
を
牽
糊
し
て
、

李
鴻
章
は
一
八
八
二
年
か
ら
、
　
「
夷
を
も
つ
て
夷
を
制
す
る
」
原
則
の
も
と
に
、

朝
，
鮮
の
た
め
に
紳
介
し
て
米
・
英
・
独
・
露
・
仏
の
諸
園
と
通
商
条
約
を
締
結

さ
せ
、
　
一
方
で
は
清
韓
宗
属
関
係
を
強
調
し
、
　
一
方
で
は
、
朝
鮮
が
欧
米
に
直

接
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
井
上
の
三
原
則
に
対
す
る
岩
倉
の
意
見
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
一
八
八
二
年
十
月
、
共
上
の
質
問
に
対
す
る
返
答
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
意
見
が
伊
藤
と
異
な
る
点
は
、
井
上
の
第
一
・
窮
三
隣
原
剛
は
考
慮
を
加

え
て
実
施
し
て
も
よ
い
が
、
清
韓
宗
属
問
題
に
つ
い
て
漕
国
と
藏
接
談
判
す
る

と
い
う
窮
二
原
則
の
み
は
、
妥
当
で
な
い
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
こ

の
問
題
に
よ
っ
て
日
清
両
国
の
衝
突
が
惹
趨
さ
れ
、
そ
の
結
果
貧
禁
あ
く
な
き

欧
洲
の
資
本
家
に
漁
父
の
利
を
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
清
両
国
い
ず

れ
も
損
害
を
う
け
、
こ
れ
は
あ
ま
り
得
策
で
な
い
。
彼
は
い
う
。

　
此
ノ
樹
齢
求
メ
テ
南
国
ト
葛
薩
…
ヲ
結
フ
所
以
ニ
シ
テ
、
妬
蹴
ノ
最
モ
下
ナ
ル
モ

　
ノ
ト
ス
。
激
属
国
ノ
轟
抵
舶
酬
ハ
甚
キ
ヲ
甲
樫
ム
ト
難
、
地
雷
ク
財
多
ヲ
以
テ
、
藷
佳
仕
臨

126　（40rti）．・
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ハ
進
歩
ノ
見
込
有
ル
国
ナ
リ
。
今
日
亜
細
亜
全
盤
二
在
テ
、
僅
二
其
独
立
ノ

　
権
ヲ
全
ス
ル
モ
ノ
、
独
り
我
国
ト
清
国
有
ル
ノ
ミ
。
筍
モ
唇
歯
相
依
リ
以
テ

　
独
立
ノ
揖
獲
防
ヲ
磁
國
ク
ス
ル
ユ
非
門
」
レ
ハ
、
西
蹴
爪
ノ
狂
騰
側
ヲ
永
臨
羅
ユ
御
廻
ク
ロ
ト
難

　
カ
ル
ヘ
シ
。
然
…
ル
ニ
区
区
タ
ル
朝
鮮
ノ
為
メ
日
清
ノ
争
端
ヲ
開
ク
ニ
於
テ
ハ
、

　
「
我
二
種
テ
ー
モ
利
ス
ル
所
ナ
ク
、
徒
二
欧
洲
ノ
狢
商
ヲ
シ
テ
船
艦
武
器
ヲ
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
麓
偽
ス
ル
ノ
機
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ

　
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
東
亜
黄
色
民
族
主
義
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
ま
こ
と

に
善
隣
友
好
の
政
策
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
と
岩
倉
の
意
見
が
矛
盾
す
る
た
め
、
井
上
は
い
ず
れ
の

説
を
是
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
麟
重
な
考
慮
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
当
時
の

朝
鮮
政
局
に
つ
い
て
い
え
ば
、
事
大
党
は
溶
国
の
衰
世
凱
と
結
託
し
て
お
り
、

独
立
党
は
そ
の
勢
力
は
き
わ
め
て
弱
小
で
、
た
と
え
金
・
朴
ら
を
援
助
し
て
清

国
に
対
抗
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
成
果
に
確
信
が
も
て
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

井
上
は
、
こ
の
年
の
十
　
月
十
七
日
、
伊
藤
に
書
面
を
送
っ
て
麟
極
政
策
を
採

る
こ
と
の
弊
害
を
説
い
た
。
彼
は
い
う

　
其
言
二
尊
レ
バ
（
金
・
朴
ら
の
…
言
）
僅
二
筋
國
王
ト
其
他
一
ご
ニ
ノ
論
士
ノ
ミ

　
ノ
意
中
二
出
デ
、
最
初
我
二
上
テ
想
像
セ
シ
程
ノ
気
勢
無
之
、
故
一
一
我
二
於

　
テ
モ
単
二
濁
王
甘
穴
他
　
一
一
二
士
ノ
意
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
該
政
府
…
ノ
意
郷
M
ナ
リ
ト
推

　
測
シ
テ
、
第
二
出
力
ス
ル
ハ
太
早
計
一
タ
ル
ヲ
免
レ
ズ
。
黒
棚
ツ
畑
、
従
来
朝
継
黙
悶

．
ト
清
算
ト
ノ
関
係
タ
ル
ヤ
、
朝
貢
奉
正
朔
等
芸
事
ア
リ
、
叉
近
時
陳
清
表
ヲ

　
清
帝
二
呈
シ
、
大
門
君
耳
垂
ヲ
乞
フ
ノ
事
ア
リ
。
．
此
等
ノ
情
勢
凱
リ
観
察
入

　
ル
ト
キ
ハ
、
瓢
隊
政
府
ヲ
シ
テ
其
独
立
プ
公
然
融
具
翻
転
シ
ム
ル
が
加
　
キ
ハ
辱
万

　
行
ハ
ル
口
篭
ラ
ザ
ル
纂
ト
存
候
…
…
、
費
癬
御
勧
告
ノ
如
ク
、
国
書
（
嘗
て

　
朝
鮮
政
府
よ
り
米
国
政
府
に
送
っ
た
も
の
）
ヲ
事
触
セ
シ
メ
、
及
ビ
独
立
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
公
【
言
セ
シ
ム
ル
等
ノ
コ
ト
ハ
、
馬
脳
取
リ
最
モ
櫓
掴
弁
〔
ス
ル
ニ
鼎
古
ム
所
ト
盗
心
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
伊
藤
の
主
張
す
る
積
極
政
策
の
実
施
困
難
を
感
じ
た
井

上
は
、
岩
倉
と
伊
藤
の
意
見
を
折
衷
し
、
慎
重
穏
健
な
手
段
に
よ
つ
て
朝
鮮
問

題
を
処
理
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
彼
は
国
際
情
勢
を
静
観
し
、
列
強

と
協
力
せ
よ
と
い
う
岩
倉
の
主
張
を
か
な
り
重
視
し
、
そ
の
た
め
に
次
の
点
を

強
調
し
た
。

　
米
国
政
府
二
於
テ
ハ
、
糧
我
意
向
二
協
カ
シ
、
独
立
国
ト
シ
テ
其
条
約
ヲ
批

　
濫
ス
ル
ノ
傾
向
有
之
侯
ユ
付
、
朝
鮮
国
声
帯
テ
モ
各
国
ト
直
接
二
条
約
ヲ
締

　
結
セ
シ
ム
ル
等
ノ
手
段
ヲ
用
ヒ
、
徐
二
独
立
タ
ル
ノ
地
ヲ
玉
門
サ
シ
メ
、
将
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
テ
為
ス
所
…
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
見
込
。

　
清
仏
両
圏
闘
に
安
南
問
題
が
発
生
し
た
後
も
井
上
の
消
極
的
な
対
韓
政
策
は

依
然
と
し
て
変
ら
な
か
っ
た
。
　
一
八
八
二
年
フ
ラ
ン
ス
軍
隊
は
安
醜
で
た
び
た

び
黒
旗
軍
に
敗
北
し
、
司
令
官
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
イ
エ
L
ル
（
凱
O
〔
F
鴎
帥
　
滞
陣
～
晶
α
『
O
）

ま
で
逮
捕
斬
殺
さ
れ
、
そ
の
軍
事
目
約
は
頓
挫
し
た
。
こ
の
時
、
ベ
ル
リ
ン
駐

在
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
、
同
臼
本
公
使
青
木
周
蔵
に
対
し
て
清
国
を
制
肥
す
る
た

め
に
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
と
問
盟
す
る
よ
う
希
望
を
の
べ
、
か
つ
、
す
で
に
駐
臼
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．
フ
ラ
ン
ス
公
使
も
丼
上
外
務
卿
に
秘
か
に
岡
様
の
提
案
を
し
た
が
、
井
上
が
こ

れ
に
鵠
意
し
な
か
っ
た
旨
を
告
げ
た
（
当
蒔
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
、
青
木
公
使

が
井
上
馨
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
た
め
、
そ
の
協
力
に
よ
っ
て
井
上
に
右
の
提

案
を
受
け
い
れ
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
）
。
そ
の
後
、
欝
木
が
こ
の
こ
と
を
伊
藤

博
文
に
告
げ
る
と
、
伊
藤
は
井
上
が
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
に
な
る
同
盟
を
拒
絶
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
こ
と
に
、
不
満
を
表
明
し
た
。
お
そ
ら
く
聖
上
は
、
フ
ラ
ン
ス
内
閣
が
し
ば

し
ば
更
替
し
、
漕
仏
談
判
も
な
お
完
全
に
決
裂
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
な

お
静
観
致
策
を
緊
持
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
八
八

四
年
秋
に
弄
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
浩
国
砲
撃
と
基
隆
占
領
に
よ
っ
て
、
清
国
が
危

急
を
告
げ
、
か
つ
日
本
自
由
党
が
フ
ラ
ン
ス
と
密
か
に
結
託
す
る
と
い
う
、
國

内
お
よ
び
国
際
情
勢
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
た
。
い
ま
や
対
韓
政
策
を
変
更
す

る
こ
と
は
、
大
い
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
有
利
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
門
伊
藤
公
爵
家
文
書
」
（
『
世
外
井
上
公
団
』
⇔
閥
九
二
頁
に
双
録
）
。

①　
　
『
岩
倉
公
実
記
』
下
巻
一
九
四
穴
…
國
七
頁
。

②　
　
岡
上
、
　
一
九
五
四
…
五
四
ハ
頁
。

③　
　
『
世
外
井
上
公
議
』
⇔
四
九
竃
頁
。

④　
　
「
吉
園
家
文
欝
」
　
（
京
大
交
学
部
国
史
研
究
室
蔵
）
。

⑤　
　
一
八
八
二
年
春
、
李
鴻
章
は
朝
鮮
に
勧
め
て
ア
メ
リ
カ
と
通
商
条
約
を

⑥　
締
結
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
資
本
主
義
岡
家
と
結
ん
だ
門
最
初
の
通
商
条
約
で

　
あ
る
。
こ
の
後
、
英
（
一
八
八
エ
）
、
独
（
一
八
八
三
）
、
露
（
一
八
八
四
）
、

　
仏
（
｝
八
八
六
）
も
、
桐
次
い
で
朝
鮮
と
条
約
を
締
結
し
た
。

＠＠＠＠

『
以
剃
欝
公
実
記
』
下
巻
一
九
五
四
回
一
五
講
料
頁
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
一
月
十
七
日
伊
藤
参
議
宛
井
上
外
務
卿

讃
翰
（
『
世
外
井
上
公
使
』
㊨
掘
九
三
－
嗣
九
四
頁
に
収
録
）
。

覗、

｢
外
井
上
公
伝
』
飼
四
九
薫
頁
。

「
青
木
の
筆
記
」
第
十
國
へ
外
務
繍
蔵
）
。

二
　
負
由
党
と
朝
鮮
独
立
派
の
結
合

．
一
八
八
二
年
よ
り
翌
々
八
四
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
は
朝
鮮
に
対
し
て
な

お
静
観
的
外
交
方
針
を
持
し
て
い
た
が
、
藩
閥
勢
力
の
圧
力
に
耐
え
か
ね
た
自

由
党
の
板
垣
退
助
・
後
藤
象
二
郎
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
結
ん
で
朝
鮮
独
立
を
援

助
し
ょ
う
と
企
図
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
政
府
の
対
韓
政
策
に
多
大
の
影
響
を

与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
自
由
党
が
朝
鮮
を
援
助
し
た
理
由
ほ
、
党
史
の
中
に
次

の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
に
は
以
て
計
画
旗
及
び
我
三
民
の
被
り
し
侮
辱
を
雪
ぐ
を
得
べ
く
、
一
に

　
は
以
て
田
清
韓
三
国
の
葛
藤
を
惹
起
し
、
世
局
大
に
変
じ
、
我
人
心
自
ら
奮

　
起
す
べ
く
、
敷
府
狼
狽
の
余
、
事
を
輿
論
に
諮
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
ら
ん
、

　
内
治
改
良
の
端
、
手
に
唾
し
て
挙
ぐ
べ
し
、
外
は
以
て
義
に
侯
り
朝
鮮
の
独

　
立
を
輔
け
、
内
は
以
て
薄
墨
を
掃
蕩
し
、
立
憲
貴
任
の
政
治
を
創
始
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
足
ら
む
、
洵
に
一
挙
両
全
の
策
な
り
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
次
の
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
板
垣
・
後
藤
ら
は
、
　
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
征
韓
論
を
主
張
し
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漕仏戦争期に濡ける日本の対韓政策（彰）

て
敗
退
し
た
政
客
で
あ
る
。
ま
た
彼
等
の
拙
導
す
る
聖
目
党
は
、
も
と
も
と
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
色
彩
を
濃
厚
に
滞
ぴ
て
お
り
、
　
一
八
八
四
年
に
は
党
の
内
外

に
矛
盾
を
生
じ
、
党
の
前
途
が
憂
慮
さ
れ
る
状
態
に
た
ち
至
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
彼
等
は
自
由
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
以
て
朝
鮮
の
独
立
を
援
助
す
れ
ば
、
こ
の

党
解
散
の
危
機
を
防
止
し
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
等
が
過
去
に
お
い
て
主
張

し
た
径
韓
論
を
も
実
現
し
う
る
、
と
考
え
た
。
こ
の
計
画
は
、
自
由
党
に
と
っ

て
極
め
て
有
利
で
は
あ
っ
た
が
、
清
属
の
多
難
に
乗
じ
て
フ
ラ
ン
ス
と
結
ぶ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
は
、
ま
さ
に
帝
国
主
義
潜
の
手
先
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
自
由
党
と
朝
鮮
独
立
派
と
の
結
合
は
、
決
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
壬

午
事
件
後
、
朝
鮮
に
お
け
る
清
国
の
封
建
勢
力
は
、
　
日
ま
し
に
増
加
さ
れ
、

金
・
朴
ら
に
対
す
る
事
大
党
の
圧
迫
も
い
よ
い
よ
猛
烈
を
云
え
た
。
　
一
八
八
二

年
十
月
十
九
日
、
金
・
朴
ら
は
謝
罪
の
た
め
に
来
客
し
た
が
、
維
新
文
化
を
憧

れ
る
彼
等
は
、
田
本
の
力
を
借
り
て
事
大
党
を
搦
除
し
、
朝
鮮
の
政
治
改
革
を

実
現
し
よ
う
と
計
賑
し
た
。
当
盤
、
金
・
朴
ら
は
外
務
卿
井
上
馨
に
援
助
を
求

め
た
の
で
あ
る
が
、
井
上
は
既
述
の
と
お
り
対
韓
三
原
剣
を
定
め
な
が
ら
、
岩

倉
具
視
の
消
極
政
策
に
阻
ま
れ
た
た
め
、
彼
等
に
積
極
的
援
助
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
彼
等
の
政
治
活
動
の
資
金
と
し
て
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
十
七
万
円

を
借
り
て
や
る
の
が
せ
い
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
金
玉
均
の
「
甲
串
日
録
偏
に
よ

る
と
、
当
時
明
治
政
府
は
、
彼
等
が
も
し
国
王
の
祭
儀
状
を
携
え
て
来
日
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ら
大
量
の
護
摩
に
癒
じ
て
も
よ
い
意
向
だ
つ
た
と
い
う
。
金
ら
憶
多
方
繭
の

支
援
を
獲
得
し
、
ひ
ろ
く
日
本
・
朝
鮮
の
士
人
と
結
び
、
や
が
て
、
福
沢
論
吉
の

紹
介
で
、
後
藤
象
二
郎
と
断
つ
た
。
こ
れ
が
実
に
金
玉
均
と
自
由
党
善
心
の
最

初
の
会
見
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
初
夏
、
金
は
注
文
ど
お
り
朝
鮮
国
王
の
借
歓

委
任
状
を
携
え
て
再
た
び
来
日
、
明
治
政
府
に
三
百
万
円
の
借
歓
を
申
し
入
れ

た
が
、
意
外
に
も
井
上
は
協
力
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
金
は
や
む
を
え
ず
渋

沢
栄
一
に
援
助
を
依
頼
し
た
が
、
こ
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
。
彼
は
い
う
「
復

た
東
京
に
到
り
初
に
外
務
卿
井
上
馨
を
見
る
。
其
言
辞
気
色
頓
に
前
臼
に
異
な

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
」
。
こ
の
年
に
お
け
る
隅
本
の
歳
繊
入
総
額
は
八
千
余
万
円
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
た
と
え
井
上
が
前
言
を
翻
え
さ
な
い
と
し
て
も
、
三
百
万
円
の
臣
額
を
朝

鮮
に
貸
与
す
る
能
力
は
、
当
時
の
臼
本
に
は
到
底
な
か
っ
た
ろ
う
。
金
は
日
本

に
あ
っ
て
奔
走
す
る
こ
と
数
ヵ
月
、
少
し
も
目
鼻
が
つ
か
ぬ
た
め
、
最
後
に
福

沢
に
苦
衷
を
訴
え
た
。
福
沢
も
、
無
力
な
一
庶
民
に
す
ぎ
ぬ
た
め
、
彼
は
後
藤

に
た
の
ん
で
方
策
を
講
じ
さ
せ
た
。
後
藤
は
金
と
か
つ
て
面
識
の
闘
が
ら
で
あ

り
、
今
、
金
の
援
助
依
頼
の
機
会
を
大
い
に
利
用
し
て
、
朝
鮮
に
事
変
を
起
こ

し
、
彼
ら
の
政
敵
で
あ
る
薩
長
政
権
の
顛
覆
を
謀
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
れ
で
金

に
む
か
っ
て
「
若
し
朝
鮮
国
王
の
委
任
詔
勅
を
得
れ
ば
、
百
万
円
の
資
金
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

同
志
の
士
を
提
げ
て
朝
鮮
に
渡
ろ
う
扁
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
蒔
、
金

の
手
中
に
は
、
朝
鮮
聖
王
の
借
欺
委
任
状
が
あ
っ
た
。
後
藤
に
果
た
し
て
朝
鮮

援
助
の
能
力
な
い
し
熱
意
が
あ
っ
た
な
ら
、
な
ぜ
こ
れ
に
よ
っ
て
金
に
百
万
円

を
貸
与
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
藤
が
金
に
委
伍
詔
勅
を
要
求
し
た
こ
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と
ば
、
井
上
が
金
に
催
欺
委
任
状
を
要
求
し
た
こ
と
と
、
そ
の
や
り
口
が
全
く

問
じ
で
あ
る
。
多
分
、
こ
れ
に
よ
つ
て
金
を
利
用
す
る
か
、
一
華
を
ご
ま
か
し

た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
か
つ
て
の
に
が
い
経
験
を
も

つ
金
が
、
ま
た
し
て
も
後
藤
の
同
様
な
指
示
を
承
知
し
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
も
、
金
が
事
大
党
を
排
除
し
て
、
革
新
を
麟
ろ
う
と
す
る
念
に
は

や
り
、
も
し
こ
れ
を
お
い
て
は
、
他
ヒ
歩
む
べ
き
道
が
な
い
と
思
い
、
　
一
応
後

藤
の
言
に
従
っ
た
の
で
お
ろ
う
。
後
藤
と
金
の
結
び
つ
き
は
、
直
ち
に
自
由
党

と
朝
鮮
独
立
党
の
結
び
つ
き
を
意
殊
す
る
。
ど
ち
ら
も
、
失
意
の
政
客
た
ち
で
、

陶
病
相
慰
み
、
互
に
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
後
藤
は
朝
鮮
独
立
派
を
援
助
す
る
た
め
、
自
由
党
幹
部
を
動
か
し
て
資
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

募
集
し
た
が
、
わ
ず
か
に
三
、
四
万
円
し
か
集
ま
ら
ず
、
予
定
の
百
万
円
と
は

遙
か
に
差
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
事
を
成
す
に
到
底
足
り
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

時
一
八
八
四
年
の
秋
、
清
仏
両
国
は
安
南
問
題
か
ら
衝
突
し
た
。
後
藤
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

機
会
を
利
用
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
を
求
め
よ
う
と
、
党
の
幹
部
小
林
樟
雄

と
い
っ
し
よ
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
サ
ン
ク
イ
ヅ
チ
（
旨
》
’
睦
④
巳
猷
。
≦
8
N
）
を
訪

問
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
を
依
頼
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
こ
れ
に
か
な
り
動

か
さ
れ
、
禽
由
党
総
裁
板
壇
退
助
自
身
が
叢
談
に
来
れ
ば
、
そ
の
う
え
で
考
え

　
　
　
　
　
⑨

よ
う
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
板
垣
・
後
藤
お
よ
び
小
林
ら
は
、
更
め
て
、
フ
ラ

ン
ス
公
使
を
訪
問
し
、
ア
ジ
ア
の
時
局
を
論
じ
て
、
安
南
事
件
の
機
に
乗
じ
て
、

朝
鮮
を
援
け
て
独
立
を
寛
帯
．
隅
さ
せ
、
満
濁
を
し
て
左
顧
野
晒
、
自
ら
窮
地
に
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
し
め
れ
ば
、
こ
れ
一
挙
爾
得
の
策
で
あ
る
と
の
べ
た
。
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
彼

ら
の
説
に
欝
意
を
表
明
し
、
個
人
の
関
係
筋
よ
り
百
万
円
を
融
通
し
、
岡
時
に

ク
ル
ベ
…
の
指
揮
す
る
軍
艦
数
隻
を
潮
鮮
救
援
に
派
遣
し
た
い
と
い
っ
た
。
こ

の
時
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
何
故
喜
ん
で
協
力
を
表
明
し
た
か
。
単
に
自
由
の
た
め

正
義
の
た
め
に
朝
鮮
を
援
助
す
る
の
か
。
こ
の
点
の
検
討
に
入
る
前
に
、
当
時

の
濡
仏
関
係
に
つ
い
て
以
下
あ
ら
ま
し
の
分
析
を
試
み
よ
う
。

　
安
南
問
題
に
関
す
る
浩
仏
交
渉
は
す
で
に
久
し
き
に
わ
た
り
、
一
八
八
四
年

に
は
爾
圏
の
談
判
は
も
は
や
緊
張
段
階
に
突
入
し
て
い
た
。
当
時
、
漕
国
側
の

交
渉
責
任
は
李
鴻
章
と
曾
紀
沢
の
二
人
で
、
李
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
妥
協
酌

政
策
を
主
張
し
た
が
、
長
期
に
わ
た
る
滞
欧
経
験
を
も
つ
曾
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

内
情
に
詳
し
か
っ
た
の
で
、
強
硬
政
策
を
主
張
し
た
。
こ
の
二
人
の
意
見
の
不

一
致
は
、
ま
た
湘
（
曾
）
潅
（
李
）
両
派
闘
争
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
八
八
四
年
四
月
廿
八
日
、
北
京
総
理
衙
門
は
曾
の
駐
仏
公
使
の
職
を
解
任
し

た
。
か
く
て
、
李
鴻
章
の
対
仏
交
渉
に
お
け
る
障
碍
が
除
去
さ
れ
た
の
で
、
同

年
五
月
十
・
一
日
フ
ラ
ン
ス
首
州
浜
…
山
外
獺
フ
ェ
リ
ー
（
｝
巳
O
ω
舅
①
羅
鴇
）
は
フ
ー
ル

ニ
エ
司
舎
（
酬
じ
O
　
O
O
降
ご
β
欝
冨
自
P
駈
け
　
男
O
自
一
、
類
凶
O
村
）
を
天
津
に
派
遣
し
、
こ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
⑧

じ
め
て
溶
仏
仮
条
約
の
締
約
を
見
た
。
李
鴻
章
の
奏
上
文
に
は
、
次
の
如
く
い

う
て
い
る
。

　
フ
ー
ル
ニ
エ
と
擬
定
し
た
五
ヶ
条
を
拝
呈
仕
り
ま
す
。
当
条
約
は
フ
ラ
ン
ス

　
は
軍
費
の
賠
償
を
要
求
せ
ず
、
雲
南
に
も
進
駐
せ
ず
、
そ
の
聴
す
べ
て
わ
が
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殴
体
を
傷
つ
け
る
も
の
で
ぽ
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
こ
の
条
約
成
立
前
、
譲
国
主
戦
派
の
張
鰍
論
、
張
裏
洞
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
に

　
　
対
す
る
強
硬
策
を
主
張
し
、
わ
け
て
も
劉
欝
欝
は
、
二
半
章
の
和
平
策
が
露
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
の
地
位
を
保
全
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
痛
烈
に
攻
撃
し
た
。
今
や
こ
の
条

　
　
約
は
李
鴻
章
の
単
独
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
か
ら
、
む
ろ
ん
主
戦

　
　
派
が
満
足
す
る
は
ず
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
和
解
の
局
薗
も
な
お
前
途
の
楽

　
　
観
を
許
さ
な
か
っ
た
。
や
が
て
諒
山
（
安
南
の
東
北
部
）
に
進
駐
し
た
仏
軍
は
、

　
　
突
如
浩
国
軍
と
衝
突
し
て
、
和
平
は
こ
こ
に
も
ろ
く
も
破
れ
た
。
そ
こ
で
北
京

　
　
駐
在
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
ス
マ
レ
（
い
。
＜
一
〇
〇
⇔
寡
。
自
。
も
α
自
護
ま
）
は
、
清
属

　
　
に
抗
議
を
提
腐
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
海
軍
武
官
ジ
ャ
ク
ミ
エ
（
賓
。
睾
§
ζ
）
も
、

　
　
六
月
馬
田
李
聖
子
に
対
し
て
、
諒
山
に
お
け
る
仏
説
の
損
失
が
賠
償
さ
れ
な
け

ヘ
タ
ぽ膨
れ
ば
・
奮
提
督
ク
ー
ル
ベ
は
必
ず
艦
隊
を
率
い
て
霞
の
罪
高
う
だ
ろ
う

礁
と
宣
謡
・
・
同
時
に
ま
た
・
・
ク
ニ
は
ぺ
・
・
ソ
（
…
塗
装
…

聯
巻
）
に
・
李
鴻
藻
繁
約
の
農
に
色
を
失
い
・
彼
に
は
も
は
や
驚
の

，
紛
　
収
拾
は
む
つ
か
し
い
。
北
京
は
主
戦
勢
力
に
独
占
さ
れ
、
李
は
す
で
に
清
鰻
止

ゑ
翻
渉
処
理
の
主
導
的
籍
を
失
っ
て
い
る
か
ら
、
町
政
塵
艦
隊
を
派
遣
し
嶺

禰
土
の
蔀
を
多
し
、
臨
に
条
約
の
馨
姦
る
べ
き
で
あ
る
・
、
嘉
し

駄
漁
・
・
の
響
が
清
仏
撃
に
量
た
懸
は
・
少
な
く
な
か
つ
奮
う
憲

灘
わ
れ
・
．

濯
七
月
百
安
掬
考
上
海
に
帰
っ
た
駐
聾
う
ご
ハ
公
使
で
で
尤

（　

@
　
　
　
　
　
⑭
℃
9
峠
①
鵠
ひ
叶
旨
。
）
は
・
諒
山
事
件
勃
発
の
＾
誌
に
・
も
は
や
雪
嵐
の
ぞ
享
、

同
月
十
二
臼
、
ス
マ
レ
に
命
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
後
通
牒
を
北
京
の
総
理
衙

門
に
送
ら
せ
、
翌
日
、
ク
…
ル
ベ
に
艦
隊
を
率
い
て
、
福
州
と
基
隆
に
赴
か
せ
、

侵
攻
を
準
備
し
た
。

　
こ
の
時
す
で
に
交
戦
論
に
傾
い
て
い
た
清
国
で
は
、
張
偲
論
ら
に
命
じ
て
繍

建
省
の
海
辺
防
備
の
任
務
を
担
当
さ
せ
、
い
よ
い
よ
戦
争
勃
発
の
可
能
性
が
生

じ
た
。
し
か
し
、
清
蜀
は
、
和
平
会
談
の
期
間
を
延
長
す
る
よ
う
フ
ラ
ン
ス
に

希
望
す
る
と
と
も
に
、
両
江
総
督
曾
國
蓋
を
全
権
代
表
と
し
て
派
遣
し
、
陳
宝

環
・
郡
友
灘
ら
と
も
に
、
上
海
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
協
議
さ
せ
た
。
。
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ト
ノ
…
ト
ル
は
二
億
五
千
万
フ
ラ
ン
の
賠
償
要
求
を
提
出
し
た
が
、
曾
は
勿
論

そ
れ
を
承
諾
せ
ず
、
幾
多
の
交
渉
を
経
て
な
お
折
れ
合
い
が
っ
か
ず
、
後
に
米

國
が
調
停
に
の
り
出
し
た
が
、
や
は
り
成
功
を
児
な
か
っ
た
。
最
後
に
フ
ラ
ン

ス
は
賠
償
額
を
五
千
万
フ
ラ
ン
ま
で
譲
歩
す
る
と
と
も
に
、
清
国
が
そ
れ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

受
諾
し
な
け
れ
ば
、
武
力
に
訴
え
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
か
く
て
、
ク
ー
ル
ベ

艦
隊
は
基
隆
を
攻
撃
、
や
が
て
兵
力
を
集
中
し
て
編
州
造
船
工
場
を
砲
撃
し
、

清
園
艦
船
十
余
説
を
破
壊
し
た
。
い
ま
や
す
で
に
清
仏
立
国
は
、
蕃
実
上
戦
争

状
態
に
突
入
し
た
が
、
パ
リ
…
と
北
京
で
は
、
和
平
交
渉
の
意
図
を
ま
だ
完
全

に
は
放
棄
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
清
仏
交
渉
が
か
な
り
難
航
し
て
い
た
や
さ
き
で
あ
っ

た
か
ら
、
駐
臼
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
浩
国
を
牽
制
す
る
た
め
に
極
垣
ら
の
計
画
を
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喜
ん
で
受
け
い
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
板
城
ら
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
に
援
助
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
時
期
は
、
お
そ
ら
く
ク
ー
ル
ベ
の
董
隆
・
福
州
砲
撃
の
前
で
あ
っ
た
ろ
う
。

清
仏
両
国
の
代
表
が
上
海
で
談
判
し
つ
つ
あ
っ
た
お
り
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
サ

ン
ク
イ
ッ
チ
は
、
板
垣
ら
の
要
求
に
肯
定
約
か
つ
迅
速
な
回
答
を
与
え
る
わ
け

に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
回
答
を
待
ち
か
ね
た
小
林
は
、
ク
ー
ル

ベ
と
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
に
次
の
如
き
書
面
を
送
っ
た
。

　
閣
下
、
今
回
清
韓
に
対
す
る
予
等
霞
由
党
員
の
画
策
は
、
貴
国
駐
日
公
使
に

　
由
り
て
、
既
に
報
ぜ
ら
れ
し
な
ら
む
。
予
等
は
直
に
韓
国
に
赴
き
、
内
治
外

　
交
を
刷
新
し
て
、
其
独
立
を
確
保
し
、
併
せ
て
清
国
の
暴
横
を
挫
き
、
以
て

　
其
頑
冥
を
懲
す
べ
け
れ
ば
、
急
遽
、
軍
艦
一
隻
の
回
航
を
許
さ
れ
た
し
。
又

　
若
し
安
南
事
件
の
為
め
、
閣
下
に
於
て
戦
士
の
必
要
あ
ら
ば
、
喜
ん
で
貴
需

　
に
応
ず
べ
し
。

ク
ー
ル
ベ
と
バ
ト
ノ
…
ト
ル
の
返
事
は
、

　
臼
本
自
由
党
員
の
厚
志
を
感
謝
す
。
万
事
は
貴
国
一
口
公
使
と
相
談
の
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
確
答
す
る
所
あ
る
べ
し
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
突
然
小
林
に
、
蕎
万
円
の
資
金
は

提
供
し
て
よ
い
し
、
ク
ー
ル
ベ
も
支
援
の
軍
艦
二
隻
を
派
遣
し
て
も
よ
い
と
通

　
　
　
　
⑳

知
し
て
来
た
。
こ
の
決
．
定
は
、
お
そ
ら
く
仏
艦
の
濃
州
造
船
砲
撃
の
後
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
ク
ー
ル
ベ
は
、
申
国
の
南
方
を
攻
撃
し
て
も
中
国
を
屈
服
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
い
が
、
も
し
板
境
ら
が
朝
鮮
に
お
い
て
事
変
を
発
動
す

れ
ば
、
殉
国
兵
力
を
十
分
牽
制
し
う
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

は
そ
の
蒔
醗
由
党
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
だ
け
で
な
く
、
罵
時
に
明
治
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
協
力
を
も
期
待
し
た
。
帝
国
主
義
蒋
の
外
交
は
、
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、

手
段
も
遷
ば
な
い
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
朝
鮮
救
援
を
企
図
し
た
の
も
、
み

ず
か
ら
の
た
め
に
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
自
由
党
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
結
ぶ
計
顯
は
、
後
藤
か
ら
伊
藤
博
文
に
洩
ら
さ

れ
、
か
ね
て
積
極
致
策
を
主
張
し
て
い
た
伊
藤
は
、
こ
の
機
密
を
う
る
と
す
ぐ

井
上
馨
に
し
ら
せ
た
。
薩
長
藩
閥
は
、
こ
の
よ
う
な
重
大
事
を
在
野
の
自
由
党

に
任
せ
る
べ
き
は
な
い
と
考
え
、
か
く
て
井
上
の
対
韓
政
策
は
突
如
と
し
て
転

　
　
　
　
　
　
　
⑳

換
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
　
板
垣
退
助
監
轍
レ
　
『
自
｛
閏
翫
兄
史
』
で
ザ
巻
一
二
五
論
ハ
署
貝
。

　
②
　
井
上
清
『
日
本
近
代
史
』
上
巻
＝
一
四
頁
。

　
③
『
禰
沢
諭
吉
徴
』
三
巻
二
九
二
頁
に
よ
れ
ば
、
か
ね
て
よ
り
朝
鮮
に
関

　
　
心
を
も
つ
井
上
韓
は
、
朝
鮮
援
助
の
名
肖
を
欝
り
て
、
日
本
の
国
際
的
地

　
　
位
を
向
上
さ
せ
、
条
約
の
改
正
に
資
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う

　
　
が
、
筆
者
の
考
え
に
よ
る
と
、
日
本
は
当
時
な
お
静
観
的
外
交
政
策
を
持

　
　
し
、
か
つ
、
財
政
的
に
も
窮
乏
し
て
い
た
の
で
、
井
上
が
朝
鮮
に
借
款
を

　
　
貸
与
し
た
く
て
も
実
際
は
そ
の
能
力
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く

　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
鮮
二
王
の
三
日
態
度
を
探
ろ
う
と
試
み
た
に
す
ぎ
な
い

　
　
だ
ろ
う
。

　
④
金
玉
均
「
甲
串
日
録
」
。

　
⑤
　
『
明
治
讐
敵
史
』
・
『
福
二
統
計
総
鑑
論
お
よ
び
『
日
本
帝
麟
統
計
年
鰍
畿
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加
ど
の
統
計
に
よ
れ
ど
、
一
八
八
薫
年
の
全
国
歳
入
の
総
額
は
八
三
、
｝

　
〇
七
、
○
○
○
円
で
、
歳
翫
も
算
額
で
あ
る
。

⑥
大
町
桂
月
『
舶
爵
後
藤
象
二
鄭
』
五
四
一
－
烈
闘
三
貝
。

⑦
瞬
上
、
五
四
二
i
五
四
三
頁
。

⑧
後
藤
が
フ
ラ
ン
ス
に
援
助
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
m
．
伯
爵
後
藤

　
象
二
郎
』
瓢
闘
四
頁
と
「
｛
口
器
党
史
』
下
巻
三
四
六
葺
の
記
載
に
違
い
が

　
あ
る
が
、
達
者
は
前
説
に
従
っ
た
。

⑨
　
　
『
嵐
由
党
大
阪
審
件
』
一
四
一
一
九
頁
・
『
伯
爵
後
藤
象
二
郎
』
五
四

　
五
i
五
四
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
『
自
由
党
直
門
下
巻
三
四
六

　
i
三
四
七
頁
の
記
載
は
、
以
上
の
二
文
献
と
少
し
く
絹
違
す
る
。

⑳
　
　
『
窟
－
田
漏
兄
史
』
下
巻
一
二
四
七
頁
・
　
悶
．
伯
…
爵
後
岬
膿
み
象
二
㎞
即
』
五
四
六
一
五

　
四
七
頁
お
よ
び
凋
、
翻
由
党
大
阪
事
件
』
二
〇
i
二
…
頁
。

⑪
故
宮
博
物
院
編
『
清
光
緒
締
中
法
交
渉
史
料
』
＝
二
巻
三
七
頁
（
以
下

　
単
に
「
三
法
交
渉
史
料
」
と
称
す
）
。
曾
三
沢
は
一
人
で
英
・
仏
・
露
三

　
国
駐
在
公
使
を
兼
ね
て
い
た
。
今
そ
の
う
ち
二
仏
公
使
の
職
だ
け
解
除
さ

　
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
後
任
着
は
、
上
議
章
の
信
任
を
う
け
、
や
は
り
潅

　
派
に
所
属
し
た
李
鳳
笹
で
あ
る
。

⑫
清
仏
仮
条
約
は
計
五
条
、
内
容
の
詳
細
は
「
中
、
法
交
渉
史
料
」
一
五
巻

　
一
二
頁
に
見
え
る
。

⑱
「
中
法
交
渉
史
料
」
一
五
巻
五
i
＝
一
頁
。

⑭
　
『
李
交
忠
公
全
集
訳
暑
欝
稿
』
一
五
巻
三
八
…
三
九
頁
。

⑮
＝
湾
。
冒
砦
ρ
ジ
幽
ヨ
簗
鍵
。
ハ
ぎ
。
・
〉
類
熔
岩
ω
ひ
醇
§
㎝
曾
β
σ
。
2
一
亭

　
①
葺
。
。
U
弓
同
。
ヨ
ρ
・
賦
ρ
需
。
。
”
〉
頃
曽
舛
Φ
ω
自
黒
日
○
巴
瓢
P
O
9
日
く
①
簿
δ
昌
9

　
嫉
¢
馨
脇
ヨ
良
二
諜
学
霊
寵
。
。
画
Z
o
●
ω
ρ
ぎ
。
箆
σ
葺
響
閣
』
＝
σ
q
仏
。
掃
げ

⑯
バ
ト
／
…
ト
ル
竺
八
八
三
年
九
月
＋
二
贋
ブ
ー
レ
エ
B
§
ε
分

　
あ
と
を
継
い
で
駐
北
京
特
派
全
権
公
使
に
就
任
、
　
一
八
八
累
年
五
月
廿
九

　
冒
、
仏
政
府
の
命
を
う
け
て
、
清
仏
衝
突
瑛
件
の
調
査
の
た
め
安
富
の
瀬

　
化
に
行
き
、
七
月
一
日
上
海
に
帰
っ
た
。

⑰
　
一
八
八
四
年
七
月
廿
八
日
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
が
仏
網
フ
ェ
リ
ー
に
宛
て
た

　
漁
］
翰
に
よ
れ
ば
、
二
億
五
千
・
万
フ
ラ
ン
の
要
求
ぱ
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
臼
　
身
「
の

　
意
見
に
も
と
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
領
は
、

　
荊
蟹
に
と
っ
て
受
諾
困
難
な
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
は
比

　
較
的
若
く
て
人
間
が
軽
薄
で
、
榎
本
武
揚
が
上
海
で
会
談
し
た
時
の
印
象

　
で
は
、
ど
う
も
彼
に
好
懇
が
も
て
な
か
っ
た
ら
し
い
。
榎
本
は
井
上
外
務

　
卿
に
寄
せ
た
機
密
書
翰
中
に
い
う
、
　
「
仏
公
使
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
氏
ハ
年
齢

　
四
十
未
満
二
根
見
外
貌
二
二
他
脊
ナ
ク
挙
動
頗
ル
急
白
ニ
シ
テ
威
儀
ヲ
欠

　
ケ
ル
」
（
『
日
本
外
交
文
欝
』
一
七
巻
五
五
四
買
）
。

⑲
　
ヲ
臨
巳
箕
鍵
Φ
9
ω
〉
鵠
鉱
器
。
。
ひ
茸
窪
σ
q
曾
＄
●
｝
論
ρ
貯
。
ω
号
Ω
ヨ
さ
露

　
伽
β
日
。
⇒
ざ
P
回
Q
。
○
。
幽
占
。
。
○
。
㎝
．
裟
ρ
目
ρ
℃
鴛
β
H
G
。
○
。
伊

⑧
　
　
『
自
由
党
史
』
・
『
伯
欝
後
藤
象
二
郎
』
・
門
撫
由
党
大
阪
事
件
』
な
ど
諸

　
文
献
に
よ
れ
ば
、
板
垣
ら
の
仏
公
使
と
の
交
渉
は
、
一
八
八
四
年
秋
と
あ

　
る
が
、
月
回
ま
で
は
明
記
し
て
い
な
い
。

⑳
　
　
鞠
．
伯
爵
後
藤
象
二
郎
』
蓋
四
九
一
五
五
〇
頁
。

⑳
同
上
お
よ
び
『
禽
由
党
史
』
下
巻
三
閤
八
頁
。

⑫
　

「
青
木
の
筆
記
」
第
十
回
。

⑳
　
　
『
自
曲
党
史
』
下
巻
三
鉗
九
頁
・
噛
東
出
民
権
史
壽
四
二
源
…
餌
二
五

　
頁
・
『
伯
濤
後
藤
象
二
鄭
』
五
四
縢
買
。
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三
　
井
上
馨
の
積
極
的
処
理

　
清
仏
戦
争
は
、
明
治
政
府
の
対
徳
政
．
策
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
た
と
え
後

藤
が
伊
藤
に
窪
由
党
の
秘
密
を
洩
ら
さ
な
く
て
も
、
ク
…
ル
ベ
の
清
国
砲
撃
は
、

同
本
の
静
観
的
外
交
政
策
を
根
本
酌
に
動
揺
さ
せ
た
。
安
南
問
題
の
発
生
以
来
、

明
治
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
対
濡
交
渉
に
注
臼
し
、
そ
の
た
め
に
臼
仏
聯
盟
の
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
お
こ
っ
た
。
　
「
青
木
の
筆
記
」
と
「
．
日
本
外
交
文
霧
』
な
ど
の
記
録
は
、
す

べ
て
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
の
協
力
を
錆
謝
し
た
こ
と
を
開
ら
か
に
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
四
年
三
月
十
九
日
駐
パ
リ

日
本
公
使
館
の
参
事
官
は
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
と

共
同
行
動
を
と
り
、
朝
鮮
安
南
に
つ
い
て
渚
国
が
主
張
す
る
権
利
に
抗
議
を
申

し
こ
む
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
を
非
公
式
に
打
診
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

．
は
そ
の
よ
う
な
共
同
行
動
に
つ
い
て
時
期
尚
早
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
両
国
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
気
心
聯
盟
の
説
も
、
決
し
て
根
拠
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

　
日
仏
の
秘
密
外
交
は
、
一
八
八
四
年
夏
の
諒
恕
事
件
の
発
生
後
、
い
よ
い
よ

露
骨
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
泰
件
の
結
果
天
津
仮
条
約
が
破
棄
さ
れ
、

清
仏
談
判
が
緊
張
切
迫
し
た
段
階
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
、
明
治
政
府
は
対
清
外
交
に
つ
い
て
す
で
に
少
か
ら
ぬ
準
傭
工
作
を

熟
り
、
こ
の
年
の
五
月
下
旬
、
外
務
卿
井
上
は
、
品
川
忠
道
の
代
り
に
安
藤
太

郎
を
駐
上
海
総
領
事
に
任
命
、
さ
ら
に
八
月
に
は
榎
本
武
揚
を
特
命
駐
濡
公
使

に
、
十
月
に
は
、
駝
韓
公
使
竹
添
進
一
郎
を
再
た
び
朝
鮮
へ
赴
任
さ
せ
た
。
こ

の
一
連
の
人
事
は
、
井
上
の
外
交
政
策
が
変
動
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
瞭
示
す

る
に
十
分
で
あ
る
。
当
時
、
清
仏
談
判
は
北
京
と
上
海
を
中
心
と
し
た
が
、
北

京
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
ス
マ
レ
が
総
理
衙
門
と
の
交
渉
の
責
任
に
当
た

り
、
上
海
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
が
曾
国
整
と
の
談
判
に
当
っ

た
。
北
京
に
お
け
る
ス
岬
、
レ
は
、
た
だ
浩
仏
外
交
上
の
体
裁
を
維
持
す
る
に
す

ぎ
ず
、
談
判
の
中
心
は
、
黒
髭
上
上
海
に
お
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
駐
上
海
二

本
総
領
事
は
、
清
仏
談
判
に
関
す
る
清
報
の
蒐
集
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
側
と
の
関

係
の
促
進
に
つ
い
て
、
重
大
な
責
任
を
負
う
た
。
上
海
の
安
藤
と
天
津
の
原
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
は
、
互
い
に
密
接
な
連
絡
を
た
も
ち
、
し
た
が
っ
て
、
井
上
は
上
海
・
北
京

門
地
に
お
け
る
談
判
の
内
幕
に
つ
い
て
非
常
に
詳
し
か
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
が
最
後
通
牒
を
北
京
の
総
理
衙
門
に
送
っ
て
か
ら
は
、
全
面
的
な

溝
仏
戦
争
が
す
ぐ
に
も
爆
発
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
、
路
面
章
は
、
そ
の

日
商
局
の
船
舶
を
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
傘
捕
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、
五
五
〇
万
両

銀
で
ア
メ
リ
カ
の
旗
昌
洋
行
（
力
量
切
店
卿
O
。
）
に
転
売
し
た
。
駐
清
独
・
米
・

露
諸
函
公
使
も
、
通
商
維
持
と
居
留
民
の
安
全
の
た
め
に
、
た
び
た
び
対
策
を

協
議
し
た
。
駐
北
京
臨
時
代
理
公
使
吉
田
ご
郎
は
、
井
上
外
務
卿
に
書
翰
を
送

り
、
清
仏
談
判
の
概
況
や
各
公
使
の
対
浩
方
針
を
一
々
詳
報
し
、
彼
は
日
本
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

英
・
独
諸
国
と
璽
行
動
を
と
る
よ
5
希
望
し
究
。
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榎
本
公
使
は
一
八
八
四
年
八
月
七
日
、
ま
ず
上
之
に
行
っ
て
バ
ト
ノ
ー
ト
ル

と
連
絡
し
、
し
か
る
後
北
上
し
て
、
二
十
七
同
天
津
で
李
鴻
章
と
会
談
し
た
。

李
は
、
極
東
政
局
の
急
変
と
満
国
の
危
急
に
対
し
て
深
い
憂
慮
を
示
し
、
日
本

が
姐
韓
政
策
を
逆
転
す
る
よ
う
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
協
力
せ
ぬ
よ
う
に
希
望

し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
前
の
琉
球
導
件
は
、
極
め
て
些
細
な
出
来
事
で
、
日
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

両
国
は
こ
の
事
件
の
た
め
に
、
仇
敵
の
紳
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
旨
を
の
べ
た
。

李
鴻
章
の
榎
本
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
表
明
は
、
両
面
に
敵
を
う
け
て
は
か
な

わ
ぬ
と
考
・
え
た
か
ら
に
根
違
な
い
。
し
か
し
h
井
上
の
外
交
政
策
は
甚
だ
現
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
で
あ
っ
た
。
今
や
ク
ー
ル
ベ
の
艦
隊
は
す
で
に
清
国
を
砲
撃
し
、
蒔
機
は
す

で
に
熟
し
、
断
じ
て
傍
観
し
て
お
る
べ
き
で
な
い
、
朝
鮮
に
対
し
て
積
極
行
動

を
採
れ
ば
結
果
は
必
ず
有
利
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
後
藤
象
二
郎

が
自
由
党
の
秘
密
を
洩
ら
し
た
こ
と
は
、
井
上
の
政
策
転
換
に
拍
車
を
，
調
え
た

に
す
ぎ
な
い
。

　
か
く
て
機
を
逸
ぜ
ず
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
井
上
は
、
竹
添
進
「
郎
と
と
も

に
、
こ
の
機
会
に
清
国
勢
力
を
朝
鮮
よ
り
駆
逐
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ

に
対
し
伊
藤
博
文
と
吉
田
清
成
は
、
で
き
る
限
り
清
韻
と
の
武
力
衝
突
を
繊
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
る
こ
と
を
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
朝
鮮
に
対
し
て
積
極
行
動
を
採
ろ
う

と
す
る
点
で
は
、
四
人
の
意
兇
が
一
致
し
た
と
お
も
う
。
か
よ
う
な
政
策
が
確

定
す
る
と
、
井
上
は
竹
添
公
使
に
一
切
を
処
理
せ
し
め
る
べ
く
全
権
を
賦
与
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
再
た
び
渡
群
を
命
じ
た
。
朝
鮮
に
渡
っ
た
竹
添
は
、
以
前
と
全
く
一
変
し
た

態
度
を
示
し
、
一
方
で
は
朝
鮮
に
、
垂
午
華
言
の
賠
償
金
四
十
万
円
の
要
求
を

放
棄
し
、
朝
鮮
困
王
に
清
国
や
窺
大
書
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
よ
う
勧
め
つ

つ
、
一
方
で
は
ひ
そ
か
に
金
玉
均
・
朴
泳
素
と
結
ん
で
独
立
党
の
勢
力
拡
張
に

　
　
　
⑨

つ
と
め
た
。
だ
か
ら
、
金
・
朴
ら
は
、
竹
添
の
指
導
の
も
と
に
、
公
然
か
つ
大

胆
に
甲
申
事
変
を
惹
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
ら
に
朝
鮮
に
つ
い
て
い
う
と
、
ク
ー
ル
ベ
の
福
州
攻
撃
に
よ
つ
て
清
矧
が

危
機
に
臨
む
と
、
朝
鮮
で
は
独
立
党
が
機
を
逸
せ
ず
清
国
の
封
建
約
支
配
か
ら

離
脱
し
て
、
政
治
草
新
を
行
お
う
と
動
き
繊
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
事
大
党
や

朝
鮮
国
王
ま
で
が
、
動
揺
を
示
し
た
。
竹
添
公
使
が
朝
鮮
に
来
る
亀
甲
、
嚢
世

嗣
は
朝
鮮
の
不
穏
状
態
を
ば
李
鴻
章
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
朝
鮮
霜
臣
は
、
日
本
人
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
頑
迷
で
悟
ら
ず
、
貝
塞
人

　
は
常
に
国
王
の
機
嫌
を
取
り
、
国
王
も
彼
等
の
言
に
惑
わ
さ
れ
、
中
国
か
ら

　
離
脱
七
て
、
日
本
に
依
頼
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
源
を
探
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
る
と
、
安
南
紛
糾
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
安
南
と
朝
鮮
は
と
も
に
清
国
の
外
藩
で
あ
る
と
は
い
え
、
互
い
に
遠
く
距
た

っ
て
い
て
、
も
と
も
と
な
ん
の
関
係
も
な
い
の
だ
が
、
い
ま
や
安
南
問
題
に
端

を
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
清
閑
侵
入
が
、
聞
接
的
に
朝
鮮
の
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。

清
照
は
防
衛
強
化
の
た
め
に
す
で
に
駐
韓
潅
軍
の
半
数
を
遼
東
に
移
動
さ
せ
て

お
り
、
そ
れ
が
朝
鮮
政
庸
を
し
て
宗
主
綱
に
朝
鮮
援
助
の
力
量
の
な
い
こ
と
を

痛
感
さ
せ
た
。
し
か
も
、
北
方
で
隷
ロ
シ
ア
が
た
え
ず
侵
略
の
機
会
を
ね
ら
っ
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て
い
る
か
ら
、
将
来
趣
味
に
い
が
な
る
柵
警
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
は
か
り
難
れ

な
い
。
そ
こ
へ
竹
添
の
劇
甚
行
動
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
蒔
の
朝
鮮
に
お
け

る
人
心
の
不
安
は
想
像
に
あ
ま
り
が
あ
ろ
う
。
李
管
楽
は
早
く
こ
の
事
に
気
づ

い
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
紛
糾
が
落
黒
し
な
い
た
め
、
対
韓
政
策
に
つ
い
て

具
体
的
方
法
を
提
出
し
か
ね
た
。
一
八
八
四
年
冬
、
彼
は
総
理
衙
門
に
進
言
し

、
て
次
の
如
く
い
っ
た
。

　
私
は
機
密
書
翰
を
送
っ
て
、
該
国
王
が
政
治
に
精
励
し
、
緯
圏
と
連
絡
し
て
、

　
自
強
を
図
る
よ
う
勧
め
た
が
、
該
圏
王
は
暗
愚
薄
野
で
、
関
氏
が
政
権
を
独

　
撒
し
、
日
本
に
く
み
す
る
朝
臣
の
愚
弄
に
ま
か
せ
、
し
か
も
日
本
が
鍔
よ
り
、

　
該
齪
が
自
主
独
立
．
し
、
他
国
に
隷
属
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
翠
黛
し
た
た
め
、

　
表
顧
、
わ
が
圏
に
臣
事
の
礼
を
執
り
つ
つ
も
、
次
第
に
、
鼠
本
と
提
携
す
る

　
意
向
を
い
だ
い
て
い
る
。
安
南
の
事
態
が
急
追
を
告
げ
る
と
、
該
園
齎
臣
は
、

　
い
よ
い
よ
動
揺
を
来
た
し
、
日
本
と
結
ん
で
撫
回
圏
を
m
間
め
よ
う
と
し
た
。

　
日
本
の
態
度
は
測
り
が
た
く
、
明
き
ら
か
に
清
仏
戦
争
に
乗
じ
て
朝
鮮
奪
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
を
企
図
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
禍
害
は
安
心
を
し
の
ぐ
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
彼
は
朝
鮮
の
事
態
を
安
南
よ
り
重
視
し
た
が
、
暴
隆
は
す
で
に

仏
軍
の
手
中
に
落
ち
、
台
湾
救
援
は
一
刻
の
猶
予
を
も
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、

北
洋
艦
隊
も
朝
鮮
救
援
の
た
め
に
少
数
の
艦
船
し
か
割
愛
で
き
ず
、
そ
の
力
に

は
限
度
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
呉
兆
有
・
衷
世
跳
ら
も
、
朝
鮮
政
府
干
渉
に
乗
り

出
し
た
い
の
だ
が
、
李
鴻
章
の
平
和
政
策
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
勝
手
な
行
動

を
と
る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
た
だ
大
局
の
動
き
を
見
ま
も
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
眼
鯛
と
結
ん
で
清
国
を
排
撃
し
よ
う
と
い
う
朝
鮮
独
立
党
の
計

画
は
、
な
ん
ら
の
障
碍
も
う
け
ず
に
推
進
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
井
上
の
積
極
的
政
策
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
の
カ
を
借
り
て
臼
本
の
国
際
線
地
位
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
側
よ
り
い
え
ば
、
井
上
を
利
用
し
て
朝
鮮
に
事
件

を
惹
き
起
さ
ぜ
、
そ
の
結
果
満
園
が
二
面
に
敵
を
受
け
れ
ば
、
五
千
万
フ
ラ
ン

の
賠
償
要
求
を
清
岡
に
受
諾
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
も
し
、

日
仏
共
隅
の
対
物
行
動
は
、
相
互
に
利
益
を
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て

も
、
荷
園
【
は
ま
だ
蕉
式
に
同
盟
も
結
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
頃
の
数
本
の

圏
力
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
と
間
じ
く
、
な
お
欧
米
資
本
主
義
圏
家
の
不
平

等
条
約
の
束
縛
の
も
と
に
あ
り
、
宿
国
の
避
難
な
岡
題
さ
え
解
決
し
え
な
い
の

に
、
列
圏
と
同
盟
を
結
ぶ
余
力
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
明
治
政

府
は
、
た
だ
溝
仏
戦
争
に
乗
じ
て
、
朝
鮮
に
積
極
行
動
を
と
っ
て
清
網
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
商
船
数
隻
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
石
炭
を
輸
送
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
ク
ー
ル
ベ
援
助
の
意
志
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
清
繭
の
韓
国
茶
・

張
偲
論
ら
は
、
ひ
そ
か
に
北
京
の
総
理
衙
門
に
報
告
し
た
。
そ
こ
で
李
鴻
章
は

駐
臼
公
使
黎
庶
昌
に
命
じ
て
外
務
購
井
上
に
抗
議
さ
せ
た
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
た
め
に
物
資
を
密
撮
し
た
の
は
、
決
し
て
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国

に
も
大
て
い
同
じ
行
為
が
指
摘
さ
れ
、
わ
け
て
も
英
国
は
、
香
港
を
ク
ー
ル
ベ

136　（464＞



清仏戦争期における臼本の対韓政策（彰）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

艦
隊
の
使
用
に
提
供
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
石
炭
を
輸
送
し
て
や
る
一
方
、
清
国
を

も
援
助
し
、
台
湾
海
峡
封
鎖
線
を
突
破
し
て
、
台
湾
劉
銘
精
密
に
軍
需
贔
を
補

給
し
た
。
当
時
の
資
本
主
義
國
家
は
、
彼
ら
の
富
み
を
増
す
た
め
に
、
中
国
に

戦
争
の
あ
る
こ
と
を
み
な
希
望
し
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ー
ル
ベ
は
福
州
の
造
船
工
場
を
破
壌
し
た
後
、
さ
ら
に
艦
隊
を
率
い
て
基

隆
を
占
拠
し
た
が
、
淡
水
攻
繋
で
劉
銘
伝
の
強
烈
な
抵
抗
を
う
け
、
多
大
の
損

害
を
う
け
た
。
そ
こ
で
、
ク
ー
ル
ベ
は
台
湾
海
峡
の
封
鎖
を
宣
言
し
、
台
湾
救

援
の
点
線
を
断
つ
た
が
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
兵
力
の
牽
制
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
、
艦
隊
の
北
上
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

　
一
兀
来
、
ク
ー
ル
ベ
と
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
の
意
巴
見
は
、
先
ず
旅
順
と
威
川
海
衛
を
占

拠
す
る
か
、
或
は
直
接
天
津
を
攻
古
す
る
か
し
て
、
清
国
に
屈
服
を
迫
る
と
い

う
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
計
画
は
本
国
政
府
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
や
、

ク
ー
ル
ベ
は
北
上
を
企
図
す
る
に
も
、
兵
力
が
足
り
な
い
し
、
厳
冬
に
入
っ
て

北
方
の
気
候
が
悪
化
し
て
い
る
の
で
、
諸
国
で
は
、
基
隆
陥
落
後
、
主
戦
派
の

抗
仏
決
意
が
い
よ
い
よ
沸
騰
し
、
そ
こ
で
旗
畠
洋
行
や
桧
和
洋
行
（
冒
円
三
聖

卿
ρ
）
か
ら
大
借
款
す
る
か
た
わ
ら
、
独
人
の
砲
手
・
技
師
・
指
揮
嘗
数
十
名

を
も
招
聰
し
、
北
洋
艦
隊
を
爾
下
さ
せ
て
、
ク
ー
ル
ベ
と
雌
雄
を
決
す
る
つ
も

　
　
　
　
⑪

り
で
あ
っ
た
。
す
で
に
兵
力
の
不
足
を
自
覚
し
た
ク
ー
ル
ベ
は
、
本
国
政
府
に

数
千
の
援
兵
を
要
求
し
た
が
、
意
外
に
も
国
会
で
否
決
さ
れ
た
。
バ
ト
ノ
ー
ト

ル
は
こ
れ
を
大
い
に
憤
慨
し
、
フ
ェ
リ
ー
に
嘗
翰
を
送
っ
て
次
の
よ
う
に
い
っ

た
。　

承
わ
れ
は
、
ク
ー
ル
ベ
提
督
が
要
求
し
た
三
チ
の
援
兵
は
、
す
で
に
拒
否
せ

　
ら
れ
た
由
、
ま
た
、
政
府
は
す
で
に
淡
水
占
拠
の
主
張
を
拗
棄
さ
れ
た
由
、

　
か
よ
う
な
状
態
で
は
、
わ
れ
わ
れ
も
朝
鮮
蕃
件
に
乗
ず
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
⑬

　
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
北
洋
艦
隊
が
爾
下
の
準
舗
を
し
つ
つ
あ
っ
た
時
、
空
聾
日
本
公
使
竹
添
と
、

金
玉
均
・
朴
泳
孝
・
洪
英
植
ら
の
連
携
は
、
い
よ
い
よ
積
極
性
を
加
え
、
事
変

は
一
触
即
発
の
段
階
に
た
ち
至
っ
た
。
こ
の
年
（
一
八
八
四
）
の
十
一
月
廿
九

目
、
金
玉
均
は
機
密
計
画
を
国
王
に
洩
ら
し
た
。
彼
の
「
甲
申
日
録
偏
に
は
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ま
、
去
た
び
来
黒
し
ま
し
た
竹
添
が
、
反
っ
て
私
ら
に
鄭
重
な
意
を
示
し

　
ま
す
の
は
、
察
す
る
と
こ
ろ
、
田
本
の
政
策
の
急
転
に
因
る
の
で
し
ょ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
清
両
国
の
交
戦
は
、
遠
か
ら
ぬ
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
さ
よ

　
う
な
時
に
は
、
朝
鮮
が
日
清
の
戦
場
と
化
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
な
ん
ら
か

　
の
方
策
に
よ
っ
て
霞
か
ら
謀
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
国
王
と
坤
殿
は
大
い
に
も

　
つ
と
も
と
さ
れ
、
憂
慮
さ
れ
て
、
　
『
目
盛
交
戦
す
れ
ば
、
い
ず
れ
が
勝
つ
だ

　
ろ
う
か
』
と
い
わ
れ
た
の
で
、
私
は
、
　
『
日
満
両
国
交
戦
す
れ
ば
、
最
後
の

　
勝
敗
の
数
は
、
予
想
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
今
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
が
結
合
す

　
れ
ば
、
勝
算
は
日
本
に
在
り
ま
す
』
と
対
え
た
。

　
竹
添
が
金
玉
均
ら
と
計
画
し
た
甲
申
慕
変
は
、
つ
い
に
十
二
月
四
日
漢
城
郵
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便
局
の
宴
会
に
お
い
て
爆
発
し
た
。
こ
の
事
変
こ
そ
は
、
井
上
馨
の
積
極
政
簾

の
所
産
で
あ
る
が
、
こ
の
時
彼
が
事
変
を
惹
き
起
こ
し
た
の
に
つ
い
て
は
、
二

つ
の
冒
酌
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
一
は
、
清
飼
の
北
洋
艦
隊
の
南
下
計
画
を
陽
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
甲
申
事
変
後
、
朝
鮮
の
事
件
を
安
南
問
題
よ
り
重
視
し
た
李

鴻
章
は
、
軍
艦
二
隻
に
命
じ
て
開
戦
の
準
備
を
さ
せ
、
函
嶺
昌
の
指
揮
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
朝
鮮
救
援
に
避
か
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
南
下
し
て
ク
ー
ル
ベ
と
交
戦
す
る

計
画
は
、
大
き
な
打
繋
を
う
け
た
。
李
鴻
章
の
指
揮
下
に
あ
る
北
洋
艦
隊
は
、

も
と
も
と
腐
敗
の
極
に
あ
り
、
将
兵
と
も
に
死
を
畏
れ
、
ク
ー
ル
ベ
と
決
戦
し

て
も
、
勝
利
を
収
め
う
る
が
ど
う
か
甚
だ
疑
問
で
あ
っ
た
が
、
井
上
が
艦
隊
の

南
下
を
牽
制
し
た
こ
と
は
、
ク
ー
ル
ベ
の
軍
事
酌
危
機
を
軽
減
し
、
フ
ラ
ン
ス

に
と
っ
て
実
に
は
か
り
知
れ
な
い
援
助
を
も
た
ら
し
た
。

　
第
二
は
、
日
本
自
体
の
圏
番
上
の
脅
威
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
甲
申
事
変
の
無
業
、
井
上
は
榎
本
公
使
の
機
密
書
翰
を
う
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

清
仏
聞
の
天
津
高
談
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
満
国
に
台
湾
の
権
益
を
譲
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

う
要
求
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
情
報
が
井
上
の
焦
慮
を
促
し
た
ら
し
い
。

な
ぜ
な
ら
、
も
し
台
湾
が
フ
ラ
ン
ス
に
占
有
さ
れ
る
と
、
琉
球
問
題
が
将
来
い

よ
い
よ
複
雑
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
二
親
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
豪
雪
は
、
井
上
一
人
だ
け
で
な
く
、
花
房
画
質
・
榎
本
武

揚
の
見
か
た
も
同
様
で
あ
っ
た
。
花
房
は
い
う
、

　
台
湾
着
シ
果
シ
テ
此
割
与
ノ
中
一
一
在
1
ー
ト
セ
パ
、
我
十
年
前
二
櫻
レ
ヲ
抱
キ

　
タ
ル
申
附
島
ノ
危
私
用
一
面
二
至
テ
廠
夫
二
甚
シ
ト
一
瓜
ベ
シ
。
　
此
ノ
時
．
一
一
方
リ
我
国

　
ノ
堅
嗣
安
癬
丁
ヲ
計
ル
ニ

　
　
仏
ヲ
シ
テ
台
湾
ヲ
占
ム
ル
ヲ
得
ザ
ラ
シ
ム
ル
カ
、
然
う
ザ
レ
パ
清
岡
ヲ
シ

　
　
テ
台
湾
ヲ
仏
二
割
与
ス
ル
ヲ
得
ザ
ラ
シ
ム
ル
カ
、
若
シ
両
ナ
ガ
ラ
為
ス
ベ

　
　
カ
ラ
ズ
ト
芙
・
我
等
ラ
台
湾
ヲ
占
ル
ノ
計
二
出
ザ
ル
ベ
カ
ラ
魯

　
又
、
榎
本
は
十
一
月
廿
三
日
北
京
総
理
衝
門
を
訪
問
し
て
、
慶
蔵
王
（
貝
勒
）

に
次
の
如
く
の
べ
た
。

　
貴
国
一
旦
台
湾
ヲ
失
バ
バ
時
二
貴
国
腹
心
ノ
疾
ト
ナ
ル
ヘ
キ
轟
然
ナ
ラ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
亜
細
亜
全
局
二
影
響
…
ス
ル
所
甚
大
ナ
ル
一
叢
覚
悟
ア
ル
ヘ
シ
。

　
こ
の
時
、
清
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
要
求
を
受
諾
せ
ぬ
旨
回
答
し
た
が
、
井
上

は
、
翌
春
気
候
の
回
復
に
つ
れ
て
、
も
し
も
仏
器
が
北
上
進
撃
し
て
、
清
国
に

条
約
の
受
諾
を
迫
れ
ば
、
事
態
が
臼
本
に
と
っ
て
甚
だ
不
利
に
な
る
と
考
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
甲
申
事
変
を
惹
起
し
て
お
け
ば
、

将
来
、
清
仏
両
国
の
講
和
会
議
に
お
い
て
、
話
が
台
湾
の
権
益
に
及
ん
だ
時
、

目
太
・
は
フ
ラ
ン
ス
に
協
力
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
台
湾
処
理
に
つ
い
て
意
見
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
「
日
本
外
交
交
書
」
一
七
巻
五
〇
一
－
五
一
一
頁
。

②
　
累
一
泣
ω
茜
お
臼
。
。
》
頃
巴
話
ω
0
貯
震
σ
q
酵
④
ω
層
U
o
2
ヨ
。
箕
ω
象
覧
o
B
ρ
学

　
5
霧
ω
甲
鴛
3
置
（
一
Q
。
ご
点
㊤
嵩
）
幽
鴇
門
①
り
り
曾
一
①
つ
。
。
Σ
－
一
8
0
ゾ
↓
8
お 138　（466＞



濾仏戦争期における田塞の対韓政策（’彰）

　
／
き
累
ρ
ト
ひ
時
卜
∂
’

③
珊
原
敬
臼
記
』
〇
五
七
－
一
コ
○
頁
。

④
門
吉
田
家
交
野
」
。

⑤
聯
、
秘
書
類
纂
外
交
篇
』
下
巻
、
三
六
二
一
三
六
四
頁
。

⑥
一
八
八
四
年
八
月
一
日
、
仏
艦
は
基
隆
を
砲
撃
し
、
骨
自
邸
に
は
清
圏

　
麟
…
艦
十
余
偉
ス
を
破
繍
駅
、
　
廿
六
霞
に
は
呂
州
粘
遣
船
工
場
を
帖
双
撃
、
　
↓
一
日
μ
醐
R
門

　
基
隆
陥
落
、
廿
β
ク
ー
ル
ベ
は
中
国
東
南
の
昏
港
湾
お
よ
び
台
湾
を
封
鎖

　
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

⑦
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』
上
巻
九
二
薫
頁
。

⑧
『
世
外
井
上
公
伝
』
三
巻
、
四
九
穴
頁
。

⑨
同
上
、
四
九
九
買
。

⑩
　
　

『
本
す
供
人
貞
心
A
A
A
王
集
五
二
函
稿
』
　
一
山
乱
書
｝
（
）
百
パ
。

⑭
　
故
宮
博
物
院
編
『
清
光
緒
朝
中
目
交
渉
史
料
』
五
巻
、
三
二
・
二
四
頁
。

　
（
以
下
単
に
「
中
目
交
渉
史
料
」
と
称
す
）
。

⑫
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
の
一
八
八
四
年
九
月
十
竃
目
付
外

　
相
フ
謀
り
ー
あ
て
の
電
交
に
、
先
刻
、
外
務
卿
井
上
に
会
っ
た
と
こ
ろ
、

　
彼
は
私
に
「
石
炭
貿
易
は
、
支
障
を
来
さ
な
い
が
、
海
上
よ
り
す
る
石
炭

　
供
給
は
禁
止
さ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
」
と
い
い
、
又
「
海
上

　
に
発
生
す
る
こ
と
は
、
誰
も
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
扁
と
い
っ
た
と

　
あ
る
（
竃
閂
鼠
簿
曾
。
（
ざ
ω
〉
諏
鉱
器
ω
ひ
貯
磐
σ
q
陣
＄
O
。
。
¢
∋
窪
駐
（
H
乾
？

　
ヨ
葺
5
器
幹
〉
晦
a
8
の
（
8
0
ぼ
器
簿
（
貯
8
0
巳
臼
ど
一
。
。
。
。
鼻
占
。
。
。
。
μ
楚
一
吋
塑

　
H
O
。
◎
。
μ
窯
ρ
c
。
メ
や
置
O
．
）
。
ま
た
、
『
田
本
外
交
文
書
謡
一
七
巻
五
七
三

　
頁
に
よ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
、
　
一
八
八
四
年
九
月
、
石
炭
の
貿
易
を
－
甲

　
止
せ
ぬ
よ
う
田
本
に
依
頼
し
た
。

⑱
露
μ
。
〉
琴
信
巳
涛
Φ
σ
Q
冨
け
。
冠
蕊
。
。
画
ピ
。
乙
§
や
ワ
ω
コ
．

⑳
　
一
八
八
騰
年
十
二
月
五
日
『
上
海
字
林
二
丁
』
。

⑮
冨
帥
三
馨
驚
。
9
も
。
諺
南
巴
お
。
。
蝉
導
護
貯
。
μ
U
o
。
§
μ
窪
劣
象
覧
○
ヨ
午

　
江
自
。
幹
〉
舜
騨
。
Q
。
噂
臼
0
7
一
ま
9
含
↓
○
巳
臼
ノ
一
。
。
。
。
軒
ム
。
。
。
。
伊
鷹
。
’

　
一
鴇
▼
℃
9
ユ
。
。
．
一
〇
。
G
。
9

⑯
「
中
日
交
渉
史
料
」
五
巻
、
二
五
頁
。

⑰
闘
、
日
本
外
交
文
書
晶
一
七
巻
、
五
七
八
－
五
八
一
頁
。

⑱
『
秘
霞
類
纂
外
交
篇
』
申
巻
、
一
八
四
頁
。

⑲
　
　
「
日
本
外
交
文
書
』
　
一
七
巻
、
五
八
八
i
五
八
九
頁
。

四
壷
妊
の
所
在

　
甲
申
事
変
の
後
、
特
派
全
権
大
使
の
身
分
で
渡
書
し
た
井
上
は
、
盟
約
に
際

し
て
外
交
上
二
つ
の
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
第
一
は
、
清
国
使
節

呉
大
激
の
会
談
参
加
を
拒
絶
し
、
朝
鮮
代
表
金
宏
集
と
単
独
で
漢
城
条
約
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
独
立
性
を
強
調
し
た
こ
ど
で
あ
る
。
第
二
は
、

竹
添
と
金
玉
均
ら
の
共
謀
に
由
っ
て
事
変
が
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を
否
認
し
、
み

ご
と
に
明
治
致
府
の
資
望
を
國
駕
し
た
こ
と
で
あ
る
。
芸
大
激
と
の
会
談
を
拒

絶
し
た
に
つ
い
て
は
、
井
上
は
な
か
な
か
巧
み
に
時
機
を
つ
か
ん
だ
と
い
え
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
甲
申
事
変
が
発
生
し
た
当
蒔
、
渚
騨
に
は
朝
鮮
を
顧
慮
す
る
余

力
が
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
三
二
章
は
朝
鮮
を
重
視
し
た
が
、
北
洋
艦
隊
と

准
軍
の
一
部
を
派
遣
す
る
の
が
せ
い
一
杯
で
、
勢
力
の
大
半
は
、
安
南
問
題
の

解
決
の
た
め
に
澱
存
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
李
懸
章
は
賜
治
政
構
に
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面
し
て
、
強
硬
態
度
を
採
る
勇
気
も
実
力
を
も
欠
い
て
い
た
。
彼
は
い
う
。

　
要
す
る
に
へ
朝
鮮
の
乱
党
を
処
理
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
日
本
と
戦
火
を
交

　
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
と
え
、
彼
が
予
測
を
許
さ
ぬ
誰
弁
を
弄
し
よ
う
と

　
も
、
口
頭
争
論
に
よ
っ
て
、
調
惇
を
は
か
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
武
力
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
て
脅
迫
す
る
こ
と
に
も
な
る
ま
い
。

　
呉
大
器
は
こ
の
原
剣
に
も
と
づ
い
て
、
事
件
処
理
の
た
め
に
渡
志
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
彼
は
井
上
と
庫
接
談
凋
す
る
使
命
も
も
た
ね
ぽ
、
条
約
を
結
ぶ
全

権
も
も
た
ず
、
井
上
に
会
談
を
拒
絶
さ
れ
て
も
、
文
句
が
い
え
た
筋
で
は
な
か

っ
た
。
漢
城
か
ら
帰
島
し
た
井
上
は
、
淫
心
激
に
言
わ
し
め
た
。

　
閣
下
が
日
清
交
渉
の
事
に
つ
い
て
、
全
権
た
る
証
明
を
も
た
れ
な
い
の
は
、

　
わ
が
国
の
訓
令
に
指
示
す
る
と
こ
ろ
と
一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
閣
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
は
談
判
で
き
ず
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
井
上
は
漢
城
に
滞
在
す
る
こ
と
礁
か
十
日
の
後
、
極
め
て
順
調
に
漢
城
条
約

を
締
結
し
た
が
、
か
よ
う
な
早
わ
ざ
を
成
し
遂
げ
た
原
因
は
、
朝
鮮
に
対
す
る

要
求
が
あ
ま
り
支
離
で
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
時
間
の
遷
延
に
つ
れ
て
清

国
［
が
干
渉
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
城
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、

肩
本
国
内
で
は
一
部
の
も
の
が
、
賠
償
金
の
過
少
な
ど
条
件
の
寛
大
さ
を
理
由

と
し
て
井
上
を
非
難
し
た
け
れ
ど
、
大
多
数
の
も
の
は
こ
の
条
約
を
妥
当
公
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
し
て
満
足
の
意
を
示
し
た
。
実
は
、
条
約
締
結
の
際
、
公
使
館
の
焼
打
と
籏

留
民
の
被
害
を
理
由
と
し
て
、
朝
鮮
に
賠
償
謝
罪
の
要
求
を
提
出
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
が
、
甲
申
事
変
の
根
本
貴
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
追
究
を
極
力
回
避
し
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
約
締
結
に
お
け
る
玉
本
の
際
標
は
、
賠
償
額
の
多
寡
や

条
件
の
軽
重
に
は
な
く
、
朝
鮮
が
単
独
で
盟
約
し
て
独
立
性
を
強
調
す
る
こ
と
、

お
よ
び
今
次
事
変
責
任
を
井
上
ら
に
負
わ
せ
な
い
こ
と
に
の
み
お
か
れ
た
。

　
次
に
竹
添
公
使
と
金
玉
均
と
共
謀
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
燕
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
所
在
に
関
す
る
た
め
、
　
「
甲
申
事
変
査
明
事
実
始
末
書
」
の
中
で
井
上
は
概

力
こ
れ
を
否
認
し
て
い
る
。
当
晦
に
お
け
る
外
交
的
立
場
か
ら
い
え
ば
、
そ
の

よ
う
な
主
張
が
要
求
さ
れ
た
の
も
、
無
理
で
は
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
漢
城

条
約
の
締
結
も
不
能
に
た
ち
至
っ
た
だ
け
な
く
、
後
の
天
津
に
お
け
る
伊
藤
と

李
鴻
章
の
談
判
も
大
き
な
障
碍
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
。
竹
添
公
使
の
談
話
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
ば
、
彼
は
事
変
前
伊
藤
と
井
上
に
「
二
女
策
甲
乙
一
一
案
」
を
提
出
し
た
が
、

そ
れ
に
対
す
る
指
命
が
到
達
す
る
ま
で
に
、
事
変
が
勃
発
し
た
。
愚
時
、
井
上

は
山
口
に
あ
っ
て
一
切
の
指
揮
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
竹
添
と
井
上
の
往
復
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

文
は
、
長
時
間
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
か
つ
、
こ
の
問
題
は
あ

ま
り
重
要
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
す
で
に
積
極
政
策
を
採
る
こ
と
を
決
意
し

て
い
た
井
上
は
、
竹
添
の
行
動
を
信
任
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
竹
添
が

指
令
の
未
着
を
理
由
と
し
た
の
は
、
責
任
を
圃
歯
し
よ
う
と
し
た
め
に
相
違
な

い
。
田
保
橋
潔
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
潮
繋
事
変
の
経
過
状
況
よ
り
見
て
、
竹

添
と
独
立
党
の
間
に
共
謀
の
関
係
が
あ
り
、
竹
添
の
直
接
行
動
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

本
国
政
府
の
承
認
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
竹
添
は
井
上
の
命
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に
よ
っ
て
駐
韓
公
使
に
な
り
、
朝
鮮
に
対
す
る
す
べ
て
の
計
画
は
、
拝
上
の
既

　
　
　
　
ロ

定
方
針
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
。
井
上
の
指
示
ま
た
は
黙
認
が
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
一
外
交
官
に
す
ぎ
ぬ
竹
添
に
か
よ
う
な
蟹
険
的
な
行
動
が
独
断
で
な

し
う
る
は
ず
が
な
い
。
幸
い
に
も
、
事
変
計
画
を
暴
露
す
る
資
料
と
し
て
、

「
井
上
角
五
郎
密
書
二
事
扁
が
現
存
す
る
。

　
甲
串
事
変
の
後
、
朝
鮮
当
局
は
、
福
沢
諭
吉
と
井
上
角
五
郎
を
事
変
の
首
謀

煮
と
考
え
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
両
者
は
か
ね
て
よ
り
金
玉
均
ら
を
援
助
し

て
、
朝
鮮
内
政
を
改
革
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
福
沢
と
井

上
角
五
郎
は
、
こ
の
濡
れ
ぎ
ぬ
を
釈
明
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
漢
文
に
よ
る
愛

寵
と
秘
密
文
書
を
朝
鮮
の
鄭
乗
夏
と
聞
応
植
ら
に
送
り
、
甲
申
事
変
の
陰
謀
は
、

竹
添
公
使
が
外
務
郷
井
上
の
指
令
を
う
け
て
発
動
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暴

露
し
た
。
今
、
井
上
角
五
郎
の
日
記
に
よ
る
と
、

　
告
顕
大
輔
が
小
生
に
「
昨
冬
の
事
変
（
甲
申
事
変
）
は
、
果
た
し
て
竹
添
に
、

　
因
る
も
の
か
」
と
問
う
た
の
で
、
小
生
は
「
然
り
」
と
讐
え
、
か
つ
、
　
「
も

　
と
も
と
一
介
の
書
生
に
す
ぎ
ぬ
竹
添
が
、
か
よ
う
な
大
望
を
い
だ
く
わ
け
は

　
な
く
、
竹
添
に
こ
れ
を
な
さ
し
め
た
者
が
あ
る
だ
ろ
う
云
々
」
と
告
げ
、
吉

　
田
氏
は
小
生
の
言
葉
を
尤
も
と
し
た
。
翌
日
外
務
卿
井
上
に
会
っ
た
と
こ
ろ
、

　
氏
は
不
満
の
態
度
を
示
し
、
か
つ
「
昨
日
吉
田
に
告
げ
た
こ
と
は
、
果
た
し

　
て
真
意
に
出
ず
る
か
」
と
詰
っ
た
の
で
、
小
生
は
門
漁
り
扁
と
答
え
た
（
中

　
略
）
。
昨
冬
の
京
城
事
件
は
竹
添
氏
の
手
に
成
っ
た
が
、
竹
添
は
実
は
外
務

　
卿
に
指
全
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
頭
骨
）
。
小
生
が
会
っ
た
参
議
・
名
士
諸

　
氏
は
、
み
な
井
上
氏
が
首
謀
者
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
し
、
吉
田
氏
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
同
じ
旨
を
の
べ
て
い
る
。

　
福
沢
諭
告
の
記
述
に
も
、
甲
申
賞
誉
当
時
の
国
際
情
勢
や
、
日
仏
連
携
の
清

況
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
は
い
う
、

　
昨
年
五
月
独
仏
間
に
密
約
が
成
り
、
デ
ラ
ン
ス
宰
根
フ
ェ
リ
…
は
、
海
外
に

　
武
力
を
行
使
し
て
は
じ
め
て
社
内
無
配
な
る
を
得
る
と
い
う
の
で
、
大
い
に

　
清
国
に
武
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
が
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
背
後
を
窺
う
こ
と

　
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
に
密
使
を
お
く
っ
て
、
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
と
、

　
フ
ラ
ン
ス
が
清
岡
に
お
け
る
権
益
を
獲
得
す
れ
ば
、
必
ず
こ
れ
を
ド
イ
ツ
に

　
分
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
当
時
、
在
独
の
日
本
公
使
青
木
氏
も
、
フ
ラ
ン

　
ス
密
使
と
ひ
そ
か
に
会
見
し
た
が
、
密
使
は
事
実
を
告
げ
て
、
日
本
の
参
擁

　
を
求
め
、
臼
本
も
そ
れ
を
承
諾
し
た
と
い
う
。
、
青
木
氏
は
こ
の
事
実
を
参
議

　
伊
藤
・
井
上
両
氏
に
報
告
し
、
両
氏
の
み
が
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
可
と
し
た
が
、

　
天
皇
や
凌
辱
は
こ
れ
を
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
伊
藤
・
井
上
擁
氏
は
長
洲
藩
出
身
の
参
議
で
、
特
に
讐
謀
に
富
み
、
だ
か
ら

　
し
ば
し
ば
国
政
を
独
糺
し
よ
う
と
図
っ
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

　
そ
の
野
望
を
棄
て
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
朝
，
鮮
と
戦
火
を
交
え
よ
う
と
す
る

　
時
、
内
は
金
玉
均
と
共
謀
す
る
臼
本
を
助
け
、
外
は
フ
ラ
ン
ス
の
密
約
に
こ

　
た
え
、
豊
本
公
使
哲
添
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て
、
金
玉
均
を
援
助
す
る
よ
う
に
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離
し
ふ
く
め
た
（
中
略
）
。
昨
年
十
二
月
の
事
変
の
資
野
瀬
は
、
餅
藤
・
井

　
上
で
な
く
て
、
誰
で
あ
ろ
う
。
両
氏
の
野
望
は
、
実
に
大
成
功
を
収
め
た
の

　
　
　
⑳

　
で
あ
る
。

　
福
沢
は
明
治
初
期
の
日
本
に
お
け
る
文
化
思
想
界
の
指
導
者
で
あ
り
、
平
生
、

藩
閥
に
く
み
ぜ
ず
、
評
論
の
筆
を
揮
っ
て
、
革
新
運
動
を
提
唱
し
た
。
当
蒔
、

朝
鮮
で
は
擁
班
階
級
が
権
力
を
専
ら
に
し
、
事
大
党
は
異
国
の
腐
敗
官
吏
と
結

合
し
、
祉
会
の
頽
廃
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
福
沢
が
金
玉
均
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ー
政
治
改
革
を
援
助
す
る
こ
と
は
進
歩
的
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
明
治
政
府
の
官
僚
や
政
客
た
ち
は
、
福
沢
の
「
交
配
政
策
」
の
趣
旨

に
そ
む
き
、
朝
鮮
に
対
す
る
捌
の
陰
謀
を
耀
意
し
た
。
そ
こ
で
、
福
沢
と
そ
の

　
　
　
　
　
＠

門
人
井
上
角
五
郎
は
、
甲
串
事
変
後
、
上
述
の
蜜
書
を
作
っ
て
か
れ
ら
の
立
場

を
釈
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
に
は
だ
い
た
い
疑
念
を
挿
む

余
地
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
駐
在
官
高
平
小
五
郎
が
、
右
の
記
録
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

事
実
を
ま
げ
た
点
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
人
民
の
怨
恨
を
氷
解
せ
し

め
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
反
駁
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
　
門
中
降
亦
｛
渉
史
料
」
　
六
巻
六
頁
。

　
②
　
㎝
「
明
治
善
化
全
集
」
因
外
交
篇
二
三
二
頁
。

　
③
　
芥
上
馨
ら
一
行
は
、
　
一
八
八
四
年
十
月
二
二
日
東
寒
を
出
発
し
、
賢
四

　
　
日
下
関
着
、
辮
日
仁
川
港
に
入
り
、
翌
年
一
月
一
日
漢
城
潜
、
十
一
臼
漢

　
　
城
発
二
手
の
途
に
つ
い
た
。

　
④
『
世
外
井
上
公
伝
』
三
巻
猟
二
七
頁
。

⑤
　
　
臨
明
治
文
化
全
集
」
㊧
外
交
篇
二
〇
九
頁
。

⑥
問
．
秘
書
類
纂
朝
鮮
交
渉
史
料
』
上
三
〇
～
一
三
〇
九
頁
。

⑦
同
上
、
二
六
五
i
二
六
八
頁
（
明
治
十
七
年
十
一
月
十
二
日
竹
添
公
使

　
発
留
藤
・
井
上
粥
参
議
宛
内
信
）
。

⑧
　

一
八
八
環
年
十
一
月
幸
二
属
駐
霞
公
使
六
七
畠
の
電
報
（
門
中
臼
交
渉

　
漁
入
料
」
　
巻
五
、
　
百
パ
廿
轟
ハ
）
。

⑨
「
近
代
霞
鮮
関
係
の
研
究
㎞
上
巻
九
三
八
i
九
四
一
頁
。

⑩
　
　
階
秘
書
類
纂
朝
鮮
交
渉
史
料
」
（
中
）
五
七
i
五
八
頁
。

⑲
晦
上
、
六
〇
1
六
二
頁
。

⑫
　
金
允
嫉
「
雲
養
集
」
巻
十
二
、
閤
ニ
ー
四
三
頁
「
井
上
角
五
郎
は
公
平

　
な
人
で
、
ひ
た
む
ぎ
の
情
熱
が
あ
り
、
私
は
本
当
に
好
き
だ
」
。

⑬
　
　
鋳
⑩
、
　
五
四
一
五
山
ハ
頁
。

五
　
結

一匹畷

　
安
南
問
題
は
、
明
治
政
府
の
対
韓
政
策
に
影
響
し
て
そ
れ
を
転
換
せ
し
め
、

か
く
て
甲
申
凄
変
が
発
生
し
た
。
一
八
八
四
年
秋
よ
り
翌
年
春
に
至
る
数
ケ
月

閥
は
、
清
調
に
と
っ
て
最
も
不
幸
な
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漢
城
条
約
の

締
結
に
よ
っ
て
、
日
清
両
国
の
武
力
衝
突
は
、
暫
時
停
止
を
告
げ
、
か
つ
そ
の

頃
フ
ラ
ン
ス
側
も
軍
事
的
．
に
は
何
ら
の
進
展
を
み
な
か
っ
た
の
で
、
清
國
は
少

し
ば
か
り
恵
を
つ
く
機
会
を
も
ち
え
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ェ
リ
ー
内
閣
は
、
安

南
問
．
題
の
処
理
に
失
敗
し
た
た
め
、
国
会
に
お
い
て
猛
烈
な
非
難
を
浴
び
て
動

揺
し
、
し
た
が
っ
て
、
安
南
問
題
が
な
る
だ
け
早
く
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
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れ
た
．
～
方
、
濡
事
の
側
で
も
安
眠
・
朝
鮮
と
い
う
二
つ
の
重
荷
を
背
負
い
、

も
は
や
支
え
き
れ
な
い
状
態
に
た
ち
至
っ
て
い
た
の
で
、
同
様
に
清
仏
戦
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

早
期
終
結
を
希
望
し
た
。
そ
の
後
、
英
人
ハ
…
ト
（
影
。
び
Φ
詳
国
警
騨
）
が
中
間

斡
旋
し
て
、
清
国
の
稲
藁
条
件
を
フ
ラ
ン
ス
に
も
た
ら
し
た
。
そ
の
時
、
フ
ニ

リ
ー
は
天
津
仮
条
約
の
批
潅
を
求
め
る
清
国
の
希
望
に
は
賛
成
し
た
が
、
賠
償

せ
ぬ
こ
と
に
対
し
て
は
反
対
を
表
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
た
か
も
こ
の
時

（
一
八
八
五
年
三
月
）
仏
軍
は
諒
山
で
浩
国
軍
の
打
繋
を
う
け
、
国
会
に
お
け

る
左
右
両
派
の
内
閣
攻
繋
は
い
よ
い
よ
熾
烈
を
極
め
た
た
め
に
、
フ
鴻
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

政
権
は
一
八
八
五
年
三
月
三
十
権
衡
に
瓦
解
し
た
。
そ
し
て
新
内
閣
の
主
導
の

も
と
に
、
四
月
四
日
パ
リ
ー
に
お
い
て
清
仏
平
和
協
定
が
講
印
さ
れ
、
紛
争
数

年
に
及
ぶ
安
慰
問
題
は
、
こ
こ
に
一
ま
ず
落
着
し
た
。
李
下
章
が
安
南
事
件
の

終
結
を
急
い
だ
原
因
は
、
許
与
の
利
益
を
守
る
と
と
も
に
、
こ
の
年
の
三
月
十

四
田
伊
藤
博
交
が
天
津
に
到
着
し
、
清
国
に
対
し
て
い
か
な
る
要
求
を
提
出
す

る
か
、
ほ
と
ん
ど
予
測
を
も
許
さ
ぬ
状
態
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
上
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

『
字
林
西
堺
』
（
窯
。
二
回
ゲ
Ω
島
踵
螢
U
巴
ぢ
累
①
≦
ω
）
　
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
伊
藤

が
清
園
に
苛
酷
な
要
求
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
黒
塗
章
は
、

　
伊
藤
は
、
わ
が
国
が
竹
下
遭
遇
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
難
に
乗
じ
て
利
を
求
め
、

　
無
法
な
要
求
を
提
出
し
て
、
甚
だ
憎
む
べ
き
で
あ
る
、
も
し
対
フ
ラ
ン
ス
の

　
事
態
が
速
か
に
落
着
す
れ
ば
、
彼
は
侍
む
と
こ
ろ
を
失
い
、
当
方
は
正
義
に

　
剛
っ
て
反
駁
し
う
る
。
も
し
多
少
の
譲
歩
を
示
せ
ば
、
彼
は
満
足
す
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ろ
う
か
ら
、
そ
の
鍵
は
や
ば
り
フ
ラ
ン
ス
に
在
り
、
日
本
に
は
な
い
。
・

　
だ
か
ら
、
ま
ず
安
南
問
題
を
解
決
し
た
う
え
、
伊
藤
を
掘
手
に
し
ょ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
天
津
に
お
け
る
日
清
会
談
が
四
月
三
日
か
ら
十
五
日
遅
で
に
前

後
六
回
も
重
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
対
フ
ラ
ン
ス
事
件
も
す
で
に
解
決
し
た
の
で
、

李
鴻
章
の
伊
藤
に
対
す
る
態
度
が
か
な
り
硬
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
伊
藤
の
方
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
安
南
問
題
の
た
め
に
、
大
き
な
軍
審
力
を

動
員
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
リ
ー
協
定
の
成
果
が
本
来
の
希
望
を
満
足
さ

ぜ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
国
力
が
到
底
フ
ラ
ン
ス
の
比
で

は
な
い
の
を
意
識
し
て
、
結
局
、
朝
鮮
駐
兵
の
撤
退
を
条
件
と
す
る
だ
け
で
、

天
津
条
約
を
締
結
し
た
。
伊
藤
が
帰
国
す
る
と
、
日
本
国
内
で
は
一
部
の
人
が

こ
の
条
約
に
不
満
を
示
し
、
そ
の
た
め
後
に
自
由
党
の
大
阪
審
件
が
惹
起
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
純
然
た
る
国
際
外
交
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
明
治

政
府
の
機
に
乗
じ
た
誹
議
政
策
の
転
換
は
、
溶
國
を
牽
制
し
、
資
本
主
義
国
フ

ラ
ン
ス
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
本
の
國
際
地
位
を
高
め
得
た
ば
か
り

で
な
く
、
朝
鮮
独
立
問
題
を
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
こ
の
一
挙
両

得
の
外
交
は
、
実
に
大
き
な
成
果
を
収
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
①
ハ
ー
ト
（
閑
〇
一
）
O
冠
砕
　
三
斜
目
梓
　
一
〇
Q
ω
切
一
一
㊤
一
一
）
は
、
は
じ
め
寧
波
の
英
圏
領

　
　
購
館
に
勤
務
、
の
ち
清
麟
税
関
に
転
出
し
て
、
総
税
務
司
に
就
任
、
　
一
九

　
　
・
七
年
、
辞
職
し
て
趨
・
た
．
　
　
　
　
　
鋤

　
②
製
昌
。
漕
い
．
〉
ぬ
蝕
器
鳥
¢
目
8
｝
（
旦
や
ω
。
。
懇
1
ω
。
。
ρ
　
　
　
　

（

　
③
『
李
文
忠
公
全
集
訳
詞
目
撃
』
一
六
巻
・
＝
ハ
頁
。
　
　
　
圃
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ideas，　and　to　weigh　his　aga、　inst　Eifu　Motoda元田永孚’s　idea。　Then

this　article　proves　concretely　his　support　of　Confucian　ideas　in　close

relation　with　the　Constitution　and　his　draft　of　£he　lmperial　Rescript，

and　his　insuthcient　grasp　on　de　loping　trend　of　constitutional　ftc　spect

圭nthe醜ゴがConstitution　or　of　civil　society．

The　Japanese　Foreign　Policy　duriRg

the　SinoTFrench　War　in

　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　Tzer－chou　Peng

1884

　　Even　though　Japan　forced　Korea　to・sign　a　peace　trea．　ty　in　1882，

China，　by　sustaining　her’　suzerainty，　continued　to　exercise　strong　over

Korea．　lf　the　Japanese　Government　had　attempted　to　conquer　Korea

at　this　time，　China　and　Japan　would　probably　have　drifted　into　war．

For　this　reason，　the　Minister　of　Foreign　Affairs　of　the　Japanese　Govern－

ment　Kaorzi　lnoue　considered　his　policy　towft．　rd　1〈orea　with　care，　and

mac　de　up　his　mind　to　nnc　l〈e　every　possible　effort　to　talk　peace　with

China．

　　Unfortunately，　the　Sino－French　wac　r　bro｝〈e　out　in　1884，　and　French

forces　not　only　occupied　the　most　important　seaport　of　the　northern

part　of　Taiwan，　but　entirely　destroyed　the　shipyftc　rd　ae　Ma－wei，　Foo－

chow．　Following　the皿ilitary　defeat，　the　Chinese　Govemment　nearly

lost　confidence　in　her　ability　to　defend　her　sea　fronts，　and　fall　into　a

dangerous　situation　；　needless　to　say，　she　had　not　enough　military　power

t．o　control　1〈orea　too．　fnoue　had　observed　the　changes　in　the　Asia

international　situation　for　a　long　time，　and　now　he　seized　the　favou－

rable　opportunity　to　change　his　peace　．foreign　policy，　abolishing　the

feuda2　relation　between　Korea　and　China．　Following　this，　the　Japanese

ambassador　Tafee20e　in　Seoul　joined　with　the　Progressive　Party　of
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’1〈orea，　and　helped　them　secretly　to　cause　a’ 唐?ｒｉｏｕｓ　revolt　at　the　end

of　Pecember，　1884．

　　After　this　revolt，　fnoue　iefs　Japan　for　Korea　to　talk　peace　with

1’Korea　difectly，　and　refused　to　invite　any　Chinese　othciai　td　attend

’theit　conference，　whlch　rrieant　that　the　Japanese　Governmenf　reco一

／gnized　1〈orea　asi　a　practically　independent　state．　Although　China　．stre一

’nously　femonstrated　on　the　question　of　Korea，　she，　＄till　recovering

’from　the　Sino－French　war，　was　afraid　to　force　Japan　．一to　be　a　new　’

・enemy　in　Asia．　The　inflgence　of　Korea’s　revolt　＄eenis　to　have　given

：a’@lot　of　trottble　to　Li　ffung－chang，　and　pressed　him　to　conclude　peace

with　France　as　soon　as　possible．　Actually，　during　the　Sino－French　wac　r

’in　1884，　laoue　changed　his　peace　foreign　policy，　not　only　showing　his

’intention　to　enter　into　an　alliance　with　France　to　rise　Japan’s　inter－

national　position，　but　also　restraining　China　from　extending　her　power

sovei’　1〈otea．　ln　fact，　it　was　a　policy　which　1〈liled　two　blrds　with．one

：stone．

On　Nature　of　the　t‘ien．t‘u田土DocumeRts

　　　　　　　　　　Discovered　in　Turfan

　　　　　　　by

Ichisada　Miyazaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　The　documenSs　on　land，　discovered廊d　brought　by　the　Otani大谷

’exploration　party　in　Turfan　in　the　early　years　of　Taish6，　have　now

．been沁vestigated　and　arranged　by　the　monographs　of　Mr．　Sadao
入砿sんゴが飛α　西“国定蟹三　and　Genyitノ＞1’slzimura　西木寸元佑，　pul〕1ished　in　‘In一

狽窒盾р浮モ狽奄盾氏@and　Monographical　Remarks　on　Socね圭　and　Economical．

’Sys毛em　in　the　T’ang　Erεしbased　upon　Chinse　Fragmentary　M：a取uscripむs・

?ｒｏｍ　Tunhuang　and　Turfaガ．王wonder　if　these　documenむs　wer母the

，01z伽一t‘ien均田documents，　as　they　insisted．　At蝕st　by　researclaing

the　wOfds，　ch‘ang－t‘ien常田，御一t‘ien部躍and　Pu－t‘ien　isan－i部田三易，

’in　the　documents，　I　supposed　each　should癒eεしn　lhnd　of　a．　crop　f◎r　a

．ye段r，　two　years　and　thfee　years；and　the葺the　land　delivery　amount

per　ting丁in　these　documents　should　be　5　mou畝of　ch‘angt‘ien
land　10　f？1011　0f　Pu－t‘ien　2m6unt　to　15　卿。π　oゴ　5　mou　of　eh‘ang－t‘ien．

：and　15　mou　of　pu－t‘ien　sαn－i，　amount　to　20　mott，　10　7πo％　of　ch‘αng一

．．t‘ien　in　eaCh　CaSe．　I　Came　tO　thiS　COnCIUS圭On　that．’th圭S　deliVery照S

．based　on　t‘㈱一t‘ien屯田　system，　not　on．o乃伽一彦‘ien　system．　Perhaps

the　transition　from　chab’n－t‘ien　syste皿to　．舌‘un－t‘ien　syste盤was　i職

．progress　in　Turfan　in　the　middle　of撫e　eighth　century。
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